
盆栽好きと、東京の会社を定年退職したころに募集記事
を見たのがきっかけで、緑推進委員に応募しました。
発足当初は遠慮がちで、話を聞くだけでしたが、事務局
職員の努力ですぐにうちとけ、議論が活発になりました。
委員は皆さん積極的・個性的で、3時間4時間と話し合い
が続きました。
そんな個性のぶつかり合いが、今回提言という形で実を結びました。
この提言が、今後引き継がれ発展し、また緑推進委員会の取り組みが、
市民の皆さんにもっと伝わることを希望します。

第
二
期
委
員
会
の
活
動

樹
林
地
保
全
部
会

樹
林
地
保
全
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
育
成

す
る
た
め
、「
里
や
ま
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
入

門
講
座
」
を
行
い
、
十
四
人
が
参
加
し

ま
し
た
。
内
容
は
、
講
義
だ
け
で
な
く
、

森
の
手
入
れ
体
験
や
、
山
林
所
有
者
団

体
で
あ
る
「
ふ
る
さ
と
森
の
会
」
会
員

と
の
交
流
も
行
い
、
好
評
で
し
た
。
こ

れ
を
機
に
、
山
林
所
有
者
か
ら
活
動
場

所
提
供
の
申
し
出
も
あ
り
、
講
座
を
終

え
た
皆
さ
ん
は
樹
林
地
保
全
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
団
体
「
松
戸
里
や
ま
応
援
団
」
を

つ
く
り
、
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。

よい歯のコンクール入賞者決定　 ②
こどもショートステイ　夜間・休日養護

サービス　　　　　　　　　　　　 澆

市立博物館企画展・昔のくらし探検〈松

戸版〉 ④

主な内容広 報

NO．1207
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2004

毎月1日・15日発行

第3期委員には、学識経験者4人、関係団体の
代表者5人、そして公募の市民委員6人が選出さ
れました。任期は平成16年7月1日から2年間です。
学識経験者＝田代順孝（都市）、柳井重人（造園）、
杉森文夫（自然）、大井弘好（歴史） 関係団体
の代表者＝高橋清（緑化ボランティア）、高橋盛男
（樹林地保全ボランティア）、真嶋好博（樹木医）、
高橋昌男（農業）、吉野寅二郎（山林所有者）
市民委員＝川上和子、鈴木正明、高木喜久雄、流
尾哲也、三嶋秀恒、森滋子（以上敬称略）

「
松
戸
市
安
全
で
快
適
な
ま
ち
づ
く
り
条
例
」
に
基
づ
き
、
重
点
推
進
地

区
（
松
戸
駅
周
辺
お
よ
び
新
松
戸
駅
周
辺
）
で
過
料
を
徴
収
す
る
場
合
は
、

そ
の
場
で
市
役
所
職
員
で
あ
る
こ
と
を
告
げ
、
身
分
証
明
書
等
で
身
分
を
明

ら
か
に
し
ま
す
。
過
料
額
は
二
千
円
で
す
。
不
審
な
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

過
料
を
支
払
わ
な
い
よ
う
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

生
活
安
全
課
蕁
366
・
７
３
４
１

「松戸みどりの市民憲章」の精神を具体的な形
にするために、市民行動計画として、市民から「み
どりの行動計画2005」を募集します。その後、緑
推進委員会で取りまとめ、来年の4月29日豢の「緑
と花のフェスティバル2005」で発表します。
8月31日貂までに、書式自由で、直接または郵

送、ファクスで、〒271─8588 松戸市役所み
どりと花の課保全班（市役所新館8階、蕁366─
7378薨368─9595）へ

松戸みどりの市民憲章（案）
緑
推
進
委
員
会
が「
み
ど
り
の
市
民
憲
章（
案
）」を
提
言

　私たちのまわりには、樹木、草花、水、土、空そしてさ　私たちのまわりには、樹木、草花、水、土、空そしてさまざまな生きまざまな生き 
ものから構成されるみどりが存在しています。私たちは、ものから構成されるみどりが存在しています。私たちは、自身と輝かし自身と輝かし 
い未来を担う子どもたちの幸せのために、これまで育まれい未来を担う子どもたちの幸せのために、これまで育まれてきたみどりてきたみどり 
の財産を分かち合い、守り育て、豊かにしていきます。その財産を分かち合い、守り育て、豊かにしていきます。そのために、市のために、市 
民・企業・行政の三者が、それぞれの立場において、みど民・企業・行政の三者が、それぞれの立場において、みどりのもたらすりのもたらす 
恵みに想いをはせ、自覚と責任、対話と協働に基づいて行恵みに想いをはせ、自覚と責任、対話と協働に基づいて行動します。動します。 

１．千年来のみどりの声に耳を傾け、百年後のみどりを育１．千年来のみどりの声に耳を傾け、百年後のみどりを育てますてます 

１．子どもたちの夢とあそびを受けとめるみどりをいっぱ１．子どもたちの夢とあそびを受けとめるみどりをいっぱいにしますいにします 

１．松戸市民はみどりと暮らす豊かさを大切にします１．松戸市民はみどりと暮らす豊かさを大切にします 

　私たちのまわりには、樹木、草花、水、土、空そしてさまざまな生き 
ものから構成されるみどりが存在しています。私たちは、自身と輝かし 
い未来を担う子どもたちの幸せのために、これまで育まれてきたみどり 
の財産を分かち合い、守り育て、豊かにしていきます。そのために、市 
民・企業・行政の三者が、それぞれの立場において、みどりのもたらす 
恵みに想いをはせ、自覚と責任、対話と協働に基づいて行動します。 

１．千年来のみどりの声に耳を傾け、百年後のみどりを育てます 

１．子どもたちの夢とあそびを受けとめるみどりをいっぱいにします 

１．松戸市民はみどりと暮らす豊かさを大切にします 

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
よ
る
緑
の
育

成
管
理
方
策
検
討
部
会

千
葉
大
園
芸
学
部
と
連
携
し
て
「
み

ど
り
と
花
の
環
境
資
源
マ
ッ
プ
」
を
作

成
し
、
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
よ
る
み

ど
り
の
育
成
管
理
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、

課
題
を
抽
出
し
ま
し
た
。

ま
た
、「
花
壇
づ
く
り
団
体
交
流
会
」

を
二
回
開
催
し
、
市
内
各
地
で
花
壇
づ

く
り
を
し
て
い
る
団
体
同
士
の
情
報
交

換
・
人
的
交
流
を
行
い
ま
し
た
。
今
後

は
、
団
体
が
自
主
的
に
交
流
を
深
め
る

た
め
の
方
策
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

み
ど
り
の
松
戸
づ
く
り
へ
の
提
言

と
課
題

提
言
で
は
、
次
の
三
つ
の
柱
が
提
案

さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
提
言
を
実
現
す

る
た
め
、
み
ど
り
の
市
民
憲
章
の
精
神

を
生
か
し
た
行
動
計
画
を
皆
さ
ん
か
ら

い
た
だ
き
、「
み
ど
り
の
行
動
計
画
２

０
０
５
」と
し
て
実
践
し
て
い
き
ま
す
。

み
ど
り
資
源
の
再
発
見

市
全
体
の
、
み
ど
り
に
関
す
る
基
本

情
報
を
網
羅
し
た
マ
ッ
プ
を
作
成
し
、

行
政
の
み
ど
り
関
連
施
策
に
活
用
。
さ

ら
に
、
地
域
の
魅
力
を
再
発
見
し
点
検

す
る
計
画
や
行
動
に
も
活
用
し
ま
す
。

み
ど
り
の
担
い
手
の
育
成
と
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
づ
く
り

緑
の
保
全
・
管
理
・
育
成
を
、
行
政

や
緑
地
の
所
有
者
だ
け
で
な
く
、
幅
広

い
市
民
の
参
加
で
行
い
ま
す
。

み
ど
り
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
拠
点

市
内
最
大
規
模
の
緑
地
で
あ
る
「
21

世
紀
の
森
と
広
場
」
を
「
み
ど
り
の
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
拠
点
」
と
し
、
み
ど
り
の

担
い
手
を
支
え
、
相
談
や
支
援
を
一
元

的
に
扱
う
機
能
を
持
た
せ
ま
す
。
そ
し

て
、
み
ど
り
と
み
ど
り
の
市
民
活
動
に

関
す
る
情
報
を
集
め
、
提
供
し
ま
す
。

マップづくり
環境資源マップ・地域
のみどり資源マップ・
みどりのお散歩マップ
市民によるみどりの
地区計画づくり

市民による樹林地保全ボランテ
ィア育成講座の継続
地域のみどりを見守る「みどり
の情報ボランティア」の育成
「ふるさと森の会」との連携
樹林地保全・花壇づくり団体
のネットワーク化等

21世紀の森と広場の活用
みどりの市民活動支援の仕組
みづくり

みどり資源の再発見 みどりの担い手の育成と
ネットワークづくり

みどりのネットワーク拠点

「みどりの行動計画2005」募集

　第１期の提言を受け、市から「松戸みどりの市民憲章（案）」の作成を緑推 
進委員会に諮問し、提言の中で答申されたものです。ご意見をお寄せください。 
　第１期の提言を受け、市から「松戸みどりの市民憲章（案）」の作成を緑推 
進委員会に諮問し、提言の中で答申されたものです。ご意見をお寄せください。 

第2期市民委員の鈴木正明氏

第3期緑推進委員会の15人を委嘱

第
二
期
松
戸
市
緑
推
進
委
員
会
（
会
長
・
田
代
順
孝
千
葉
大
学
教
授
）
で
は
、

二
年
間
の
審
議
内
容
を
取
り
ま
と
め
、
６
月
28
日
に
市
長
に
提
言
（「
み
ど
り
の
松

戸
づ
く
り
に
向
け
て
」）
を
行
い
ま
し
た
。
第
二
期
委
員
会
は
、
第
一
期
委
員
会
で

示
さ
れ
た
課
題
を
中
心
に
検
討
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
委
員
会
活
動
が
机
上
の
議

論
で
終
わ
ら
な
い
よ
う
専
門
部
会
を
作
り
、
里
や
ま
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
入
門
講
座
や

花
壇
づ
く
り
団
体
の
交
流
会
開
催
等
、
実
践
的
な
活
動
を
試
行
し
ま
し
た
。

ま
た
、
提
言
の
柱
の
一
つ
と
し
て
、「
松
戸
み
ど
り
の
市
民
憲
章
（
案
）」
が
示
さ

れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
私
た
ち
が
、
み
ど
り
を
大
切
に
思
う
心
を
育
て
て
い
く
行

動
規
範
と
し
て
定
め
る
も
の
で
す
。
さ
ら
に
毎
年
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
意
見
を
募

集
し
、
憲
章
の
精
神
を
反
映
し
た
行
動
計
画
を
作
り
、
実
行
し
て
い
き
ま
す
。「
松

戸
み
ど
り
の
市
民
憲
章
（
案
）」
や
行
動
計
画
へ
、
ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

「
第
二
期
活
動
報
告
と
提
言
」
の
全
文
は
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま
す
。

み
ど
り
と
花
の
課
蕁
366
・
７
３
７
８

例えば
ドングリや木の実から、大きな木を育てたい
自慢のみどりを探して、「松戸みどりの風景
100選」を作ろう
「里やまボランティア」になって、近くの森の
世話をしよう
そんな思いが実現できる行動計画を作ってくだ
さい。お待ちしています。

第
三
期
委
員
会
が
発
足

第
三
期
緑
推
進
委
員
会
が
、
７
月
１

日
に
発
足
し
ま
し
た
。
み
ど
り
豊
か
な

松
戸
に
向
け
、
新
た
な
検
討
が
始
ま
り

ま
し
た
。
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口
の
健
康
を
保
つ
に
は
　
歯
周
病
そ
の
二

そ
れ
で
は
ま
ず
歯
周
病
の
原
因
・

誘
因
に
つ
い
て
お
話
し
て
い
き
ま
す
。

む
し
歯
と
同
様
に
歯
周
病
の
一
番

の
原
因
は
口
の
中
に
住
ん
で
い
る
細

菌
の
塊
・
プ
ラ
ー
ク
で
す
。

プ
ラ
ー
ク
に
は
三
百
種
類
以
上
の

細
菌
が
い
ま
す
。
そ
の
中
に
む
し
歯

を
引
き
起
こ
す
菌
と
は
別
の
種
類
の

歯
周
病
菌
が
い
る
の
で
す
。

む
し
歯
菌
も
そ
う
だ
っ
た
よ
う
に

歯
周
病
菌
も
一
種
類
の
菌
が
引
き
起

こ
す
も
の
で
は
な
い
の
で
す
。
何
種

類
も
の
菌
が
共
同
作
業
を
行
っ
て
、

歯
の
表
面
に
取
り
付
き
、
バ
イ
オ
フ

ィ
ル
ム
を
形
成
し
、
毒
素
を
出
し
て

歯
茎
を
破
壊
し
て
歯
周
病
を
起
こ
す

の
で
す
。

そ
し
て
歯
周
病
と
い
え
ば
「
歯
石
」

の
存
在
も
大
き
い
で
す
ね
。

歯
石
も
元
は
歯
垢
・
プ
ラ
ー
ク
で

す
。
プ
ラ
ー
ク
が
長
い
間
歯
の
表
面

に
つ
い
た
ま
ま
で
い
る
と
だ
ん
だ
ん

硬
く
な
り
ま
す
。
歯
ブ
ラ
シ
で
磨
い

て
も
取
れ
な
い
ほ
ど
硬
く
な
っ
た
の

が
歯
石
で
す
。
歯
石
は
そ
れ
自
体
が

歯
肉
を
刺
激
し
ま
す
し
、
表
面
が
ざ

ら
ざ
ら
で
す
か
ら
さ
ら
に
プ
ラ
ー
ク

も
く
っ
付
き
や
す
く
な
る
の
で
す
。

プ
ラ
ー
ク
（
バ
イ
オ
フ
ィ
ル
ム
）

と
歯
石
、
歯
周
病
は
そ
れ
だ
け
で
起

き
る
の
で
し
ょ
う
か
？

い
い
え
、
ま
だ
他
に
も
色
々
な
要

素
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
他
の
誘
因
と

し
て
は
、

漓
喫
煙
…
タ
バ
コ
は
局
所
（
こ
の
場

合
は
歯
肉
）
の
血
管
を
収
縮
さ
せ
血

流
が
悪
く
な
っ
た
り
、
白
血
球
の
働

き
も
悪
く
な
り
歯
周
病
が
進
み
や
す

い
環
境
を
作
り
ま
す
。

②
糖
尿
病
…
免
疫
の
力
が
弱
く
な
り

ま
す
。
ま
た
、
糖
尿
病
の
患
者
さ
ん

の
歯
周
ポ
ケ
ッ
ト
の
浸
出
液
中
に
は
、

歯
周
病
を
進
行
さ
せ
る
炎
症
性
物
質

が
多
く
見
ら
れ
ま
す
。

③
遺
伝
的
要
因
…
遺
伝
的
に
細
菌
に

対
す
る
抵
抗
力
（
免
疫
）
が
弱
い
人

が
い
ま
す
。
免
疫
が
弱
け
れ
ば
、
重

度
の
歯
周
病
に
か
か
っ
て
し
ま
う
確

率
も
高
く
な
り
ま
す
。

④
思
春
期
・
妊
娠
・
更
年
期
…
性
ホ

ル
モ
ン
の
バ
ラ
ン
ス
の
影
響
で
、
歯

肉
に
炎
症
を
お
こ
し
や
す
く
な
っ
た

り
、
悪
化
さ
せ
る
こ
と
が
あ
る
よ
う

で
す
。

⑤
口
呼
吸
…
口
で
の
呼
吸
を
し
て
い

る
人
は
、
口
の
中
が
乾
燥
し
や
す
く

な
り
、
唾
液
の
自
浄
作
用
が
弱
ま
り

ま
す
。

そ
の
ほ
か
に
薬
の
副
作
用
・
歯
軋

り
・
ス
ト
レ
ス
・
食
生
活
・
歯
並
び

な
ど
も
歯
周
病
を
起
こ
し
や
す
く
す

る
要
因
と
な
り
ま
す
。

（
松
戸
歯
科
医
師
会
）

歯
を
大
切
に

歯
丈
夫
、
胃
丈
夫
、
大
丈
夫

健
康
で
明
る
い
未
来
の
た
め
に
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7
月
18
日
豸
午
前
10
時
〜
正
午
　
会
場
市
民
会
館
　
内
容
外
国
人
市
民
の

意
見
を
市
政
に
生
か
す
た
め
の
懇
話
会

※
傍
聴
希
望
の
人
は
7
月
16
日
貊
ま
で
に
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

定
員
先
着
十
五
人
　
費
用
無
料

市
民
環
境
本
部
企
画
管
理
室
文
化
国
際
担
当
蕁
366
・
７
３
１
０

外
国
人
ト
ー
ク
フ
ェ
ス
ト

入
賞
者
決
定

八
十
歳
に
な
っ
て
も
自
分
の
歯
を

二
十
本
以
上
保
と
う
と
い
う
、
８
０

２
０
（
ハ
チ
マ
ル
・
ニ
イ
マ
ル
）
運

動
を
ご
存
じ
で
す
か
。

歯
科
保
健
知
識
の
普
及
や
定
期
的

な
歯
科
健
康
診
査
を
推
進
し
、
一
生母と子のよい歯のコンクール

★優勝
藤森優子さんと正也さ
ん（二ツ木）＝写真
★準優勝
小野訓子さんと瑠玖　
さん（紙敷）

なお、優勝された人は県のコンクールに出場する
予定です。
保健福祉課蕁366－7489

を
通
じ
た
歯
の
健
康
づ
く
り
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。

今
年
も
こ
の
運
動
の
一
環
と
し
て

「
よ
い
歯
の
コ
ン
ク
ー
ル
」
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

高齢者のよい歯のコンクール

★優勝
長谷川泰造さん（80歳
・本町）＝写真
★準優勝
梅澤貫二さん（81歳・
二十世紀が丘戸山町）
前田彦次郎さん（81

歳・古ケ崎）

老
人
医
療
受
給
者
証
を
お
持
ち
の
人

（
昭
和
7
年
9
月
30
日
ま
で
に
生
ま
れ
た

人
お
よ
び
六
十
五
歳
以
上
で
老
人
医
療

の
障
害
認
定
を
受
け
て
い
る
人
）
で
、

低
所
得
者
（
世
帯
員
全
員
が
市
民
税
非

課
税
）
に
該
当
す
る
人
は
、
申
請
に
よ

り
「
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額

認
定
証
」
の
交
付
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

こ
の
認
定
証
を
医
療
機
関
に
提
示
す

る
と
、
入
院
ま
た
は
在
宅
総
合
診
療
に

よ
る
療
養
を
受
け
た
場
合
に
、
医
療
機

関
の
窓
口
で
の
支
払
額
が
減
額
さ
れ
ま

す
（
一
部
負
担
金
の
支
払
い
が
低
所
得

者
分
の
限
度
額
ま
で
）。
ま
た
、
入
院
時

の
食
事
療
養
費
の
標
準
負
担
額
が
減
額

さ
れ
ま
す
。

こ
の
減
額
認
定
証
の
有
効
期
間
は
、

申
請
日
の
属
す
る
月
の
１
日
か
ら
、
翌

年
の
７
月
末
ま
で
で
す
。

こ
れ
に
つ
い
て
の
申
請
は
、
保
険
課

老
人
保
健
担
当
室
ま
た
は
最
寄
り
の
支

所
の
窓
口
で
行
え
ま
す
。

高
額
医
療
費
支
給
申
請
に
つ
い
て

同
じ
月
内
に
、
限
度
額
を
超
え
て
支

払
わ
れ
た
医
療
費
は
、
医
療
機
関
か
ら

の
請
求
（
診
療
報
酬
明
細
書
）
を
も
と

に
算
定
を
し
、
後
日
、
市
よ
り
高
額
医

療
費
と
し
て
返
還
し
ま
す
。

な
お
、
該
当
す
る
人
に
は
、
保
険
課

老
人
保
健
担
当
室
よ
り
順
次
連
絡
し
て

い
ま
す
の
で
、
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

連
絡
を
受
け
て
、
ま
だ
申
請
手
続
き

を
済
ま
せ
て
い
な
い
人
は
、
な
る
べ
く

早
い
時
期
に
お
願
い
し
ま
す
。

保
険
課
老
人
保
健
担
当
室
蕁
366
・
７

３
４
２
（
直
通
）

老人保健の限度額適用・
　標準負担額減額認定証
老人保健の限度額適用・
　標準負担額減額認定証

申請してください申請してください

対
象
…
漓
平
成
5
年
4
月
2
日
以

降
に
、
戦
傷
病
者
と
婚
姻
さ
れ
た

妻
、
ま
た
は
同
日
以
降
に
障
害
給

付
を
受
け
始
め
た
戦
傷
病
者
の
妻

で
あ
っ
て
、
平
成
13
年
4
月
1
日

に
お
い
て
、
戦
傷
病
者
で
あ
る
夫

が
第
五
款
症
以
上
の
増
加
恩
給
等

を
受
け
て
い
る
場
合
滷
平
成
8
年

5
月
に
最
終
償
還
を
迎
え
た
戦
傷

病
者
等
の
妻
に
対
す
る
特
別
給
付

金
の
受
給
権
を
取
得
し
た
妻
で
あ

っ
て
、
戦
傷
病
者
等
で
あ
る
夫
が

平
成
5
年
4
月
1
日
か
ら
平
成
8

年
9
月
30
日
ま
で
の
間
に
公
務
傷

病
以
外
の
原
因
に
よ
り
死
亡
し
た

場
合

給
付
金
額
…
漓
額
面
十
五
万
円
（
軽

症
者
半
額
）、
五
年
償
還
の
国
債
滷

額
面
五
万
円
、
五
年
償
還
の
国
債

請
求
期
限
…
9
月
30
日
貅
ま
で
（
漓

滷
と
も
、
こ
の
日
を
過
ぎ
る
と
時

効
に
よ
り
権
利
が
消
滅
し
、
特
別

給
付
金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な

く
な
り
ま
す
。）

福
祉
事
務
所
援
護
担
当
室
蕁
366

・
３
０
１
９

7月20日貂午前9時から、受講料を添えて直接、松戸地域職業訓練センタ
ー（蕁349－3200）へ
※各コースとも受け付け開始時間に定員を超えた場合はその場で抽選
※受け付け当日は車での来所はご遠慮ください。

松戸地域職業訓練センター

蚩 パソコン講座のお知らせ 蚩
講座名 日時 定員／費用

初めてのWindows 8/3貂・4貉・5貅・6貊　　　　午前 10人／12,000円（10,000円）
Wordを使った文書作
成講座 8/9豺・10貂 両日午前・午後 10人／12,000円（10,000円）
Excelを使った表計算
講座Ⅰ 8/23豺・24貂・25貉・26貅 午後 10人／12,000円（10,000円）

Access応用講座 8/3貂・4貉・5貅・6貊 午後 9人／12,000円
（10,000円）

Power Point基礎講座 8/23豺・24貂・25貉・26貅 午前 10人／12,000円（10,000円）
デジタル写真活用講座 8/17貂・18貉・19貅・20貊 午後 9人／12,000円
インターネット講座 8/17貂・18貉 午前 10人／ 6,000円
午前＝午前9時30分～午後0時30分　午後＝午後1時30分～4時30分
※（ ）内は当会員事業所または団体会員メンバーの料金です。

2級建築士資格取得講
座（製図コース）

8/31～9/18〔全10回〕毎週火・木・
土曜日　午後6時30分～9時（土曜日
は午後6時から）

15人／40,000円
（30,000円）

乳
幼
児
が
病
気
の
回
復
期
に
あ
っ
て
、

保
育
所
や
幼
稚
園
、
家
庭
に
お
け
る
保

育
が
困
難
な
場
合
、
一
時
的
に
保
育
を

行
う
病
院
併
設
の
保
育
園
が
、
市
内
に

二
カ
所
あ
り
ま
す
。

子
ど
も
が
病
気
、
で
も
仕
事
は
休
め
な
い
！

対
象
と
な
る
お
子
さ
ん
…
次
の
漓
〜
澆

す
べ
て
に
該
当
す
る
乳
幼
児

漓
市
内
に
住
所
が
あ
る
か
、
市
内
の
保

育
所
を
利
用
し
て
い
る
滷
生
後
五
十
七

日
目
か
ら
就
学
前
日
ま
で
の
年
齢
に
あ

る
澆
病
気
回
復
期
の
た
め
、
集
団
保
育

や
家
庭
保
育
が
困
難
で
あ
る

費
用
…
四
時
間
以
内
千
二
百
円
、
以
降

一
時
間
に
つ
き
三
百
円

※
市
外
の
人
は
別
料
金
に
な
り
ま
す
。

利
用
手
続
き
…
事
前
に
保
育
園
に
予
約

し
、
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

※
生
活
保
護
世
帯
、
前
年
度
市
民
税
非

課
税
世
帯
に
該
当
す
る
場
合
は
、
予

約
時
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。ま
た
、

申
請
時
に
証
明
書
を
提
示
し
て
く
だ

さ
い
。

施設名
新松戸乳幼児健康支援
デイサービス
ひまわり保育園（新松
戸中央総合病院）

八柱乳幼児健康支援デ
イサービス
ひよこ保育園（新八柱
台病院）

所在地

新松戸1の192ソフィア
新松戸102号（JR新松
戸駅から徒歩7分）
蕁309－6622

日暮1の7の2新八柱台
病院新館6階（JR武蔵
野線新八柱駅、新京成
八柱駅から徒歩1分）
蕁387－8351

保育時間
平日…午前8時～

午後7時
土曜…午前8時～

午後0時30分

平日…午前8時～
午後7時

土曜…午前8時～
午後0時30分

休業日 日曜日、祝日、年末年始（12月29日～1月3日）

安心して働けます

高
齢
者
・
母
と
子
の

ご
存
知
で
す
か
？

乳
幼
児
健
康
支
援
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業

★

★

戦
傷
病
者
等
の
配

偶
者
に
特
別
給
付

金
を
支
給

し

こ

う

は

ぐ

き

ぎ
し

り く と



（表1）改正内容
改　正　前 改　正　後

対象年齢 義務教育就学前（6歳到達後最初の3月末
まで）

小学校第3学年修了前（9歳到達後最初
の3月末まで）

手 当 額
（ 月 額 ）

第1子・第2子…月額 5,000円
第3子以降………月額10,000円

変更なし
所得制限 平成15・16年度は、現行どおり

※詳細は表3を参照

支払時期 原則として10月、2月、6月にそれぞれの
前月分まで支給

変更なし
※ただし、平成16年度については、最
初の支払いが審査後となるため、支
払いが遅れます。

（表2）手続方法

※現在、児童手当を受けていない人で、小学校未就学児童しかいない人には通知はされませ
ん。随時窓口で受け付けをしていますので、申請してください。
※公務員は職場で申請してください。
※なお所得制限がありますので、申請しても受給できない場合があります。

（表3）所得制限限度額

対象児童 手続き内容 送付内容
1）現在児童手当を受給中
「法改正対象児童は小学1年
生のみがいる人」

現況届を提出すれば手続きは終
了です。

対象児童の保護者（平成16年
4月1日現在、松戸市に住民登録の
あった人、または平成16年4月1
日～6月15日の間に松戸市に転入
した人）あてに、通知（案内文、法
改正認定請求書等）を郵送しまし
たので、確認チャート等にてご確
認のうえ、申請してください。
また、通知が届かない人、無く
した人等は、児童福祉課・各支所
の窓口に備え付けの法改正認定請
求書があります。

2）現在児童手当を受給中
「法改正対象児童が小学1年
生の他に小学2～3年生がい
るか、あるいは1年生はいな
いが2～3年生がいる人」

現況届と法改正認定請求書を提
出してください（すでに現況届
を提出した人も法改正認定請求
書を提出してください）。

3）現在児童手当を受給して
いないが、法改正対象児童
がいる人

法改正認定請求書を提出してく
ださい。

所得控除後の金額 控　　除　　額
扶養
人数

国民年金または年
金未加入の人

厚生年金・共済年
金加入の人 項　目 各控除額

0人 3,090,000円 4,680,000円 障害・寡婦（夫）・勤労学生 270,000円
1人 3,470,000円 5,060,000円 特別障害者 400,000円
2人 3,850,000円 5,440,000円 寡婦特別 350,000円
3人 4,230,000円 5,820,000円 老人扶養親族 60,000円

以下1人増すごとに380,000円加算
老年者 500,000円
雑損・医療費・小規模共済掛
金控除 控除相当額

3
広報 2004年（平成16年）7月15日

お
子
さ
ん
の
養
育
を
家
庭
で
行
う
こ
と
が
困
難
な
時
に
、
一
時
的
に
お

子
さ
ん
の
養
育
を
す
る
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

漓
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
（
短
期
入
所
）

要
件
保
護
者
等
が
疾
病
、
出
産
、
看
護
、
事
故
、
出
張
、
冠
婚
葬
祭
に

出
席
す
る
場
合
な
ど

期
間
原
則
と
し
て
7
日
間
ま
で

滷
夜
間
養
護
（
午
後
6
時
〜
10
時
）

要
件
保
護
者
等
の
恒
常
的
な
残
業
の
場
合
な
ど

期
間
お
お
む
ね
六
カ

月澆
休
日
養
護
（
午
前
7
時
〜
午
後
6
時
の
間
で
お
お
む
ね
八
時
間
以
内
）

要
件
保
護
者
等
が
休
日
に
仕
事
等
に
よ
り
不
在
の
場
合
な
ど

場
所
…
児
童
養
護
施
設
「
晴
香
園
」（
根
木
内
一
四
五
）

内
容
…
食
事
や
そ
の
他
身
の
回
り
の
援
助

対
象
者
…
漓
滷
澆
と
も
原
則
満
一
歳
以
上
の
児
童

定
員
…
漓
滷
澆
あ
わ
せ
て
六
人

利
用
料
…
下
表
の
と
お
り

電
話
ま
た
は
直
接
、
児
童
養
護
施
設
「
晴
香
園
」

蕁
345
・
２
７
２
２
へ

この時期は、夏休みと海水浴シーズンによる交通量の増加や、解放感
から誘発される事故が予想されます。
一人ひとりが交通ルールを守り、正しい交通マナーを実践し、交通事
故防止にご協力ください。

松
戸
市
資
源
循
環
型
社
会
構
築
検

討
委
員
会

8
月
2
日
豺
午
後
2
時
か
ら
　
会
場

和
名
ケ
谷
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
四
階
会

議
室

※
傍
聴
で
き
ま
す
。
議
題
等
は
お
問
い
　

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

環
境
計
画
課
蕁
366
・
７
３
３
１

親
子
市
政
見
学
会

7
月
29
日
貅
午
前
9
時
35
分
市
民
会

館
集
合
、
午
後
3
時
30
分
解
散
予
定

コ
ー
ス
市
民
会
館
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
室

〜
消
防
局
〜
和
名
ケ
谷
ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
〜
ユ
ー
カ
リ
交
通
公
園
〜
市
役
所

対
象
市
内
在
住
の
親
子
（
六
歳
以
上
。

乳
幼
児
の
同
伴
は
不
可
）

定
員
先
着

二
十
二
人
　
持
ち
物
昼
食
　
費
用
無
料

※
子
ど
も
は
運
動
靴
を
着
用
（
ユ
ー
カ

リ
交
通
公
園
で
必
要
で
す
）

電
話
で
政
策
調
整
課
広
報
担
当
室
蕁

366
・
７
３
２
０
へ

松
戸
市
高
齢
者
虐
待
防
止
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
会
議

7
月
20
日
貂
午
前
10
時
〜
正
午
　
会

場
東
葛
飾
合
同
庁
舎
六
階
会
議
室
　
傍

聴
定
員
先
着
十
人

当
日
会
場
で

在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
蕁
366
・
７

３
４
３
薨
366
・
７
７
４
８

松
戸
駅
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
の
利
用

受
付
と
説
明
会

10
月
8
日
貊
〜
1
月
4
日
貂
分
の
受

け
付
け
に
な
り
ま
す
。

7
月
28
日
貉
午
後
6
時
か
ら
　
会
場

京
葉
ガ
ス
Ｆ
松
戸
ビ
ル
六
階
会
議
室

持
ち
物
筆
記
用
具
・
印
鑑

※
空
き
が
あ
れ
ば
7
月
29
日
貅
か
ら
電

話
で
受
け
付
け
ま
す
。

社
会
教
育
課
市
民
文
化
係
蕁
366
・
７

４
６
２

特
別
児
童
扶
養
手
当
に
つ
い
て
の

お
知
ら
せ

漓
特
別
児
童
扶
養
手
当
現
況
届
の
提

出
に
つ
い
て

特
別
児
童
扶
養
手
当
を
受
け
て
い
る

人
に
は
、
7
月
29
日
貅
以
降
に
現
況
届

（
更
新
手
続
き
）の
用
紙
を
送
り
ま
す
の

で
、
記
入
の
上
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

こ
の
届
け
出
が
な
い
と
8
月
以
降
の

手
当
て
が
受
け
ら
れ
な
い
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

提
出
期
限
9
月
10
日
貊
ま
で

滷
４
月
分
か
ら
特
別
児
童
扶
養
手
当

の
額
が
変
わ
り
ま
し
た

盧
一
級
＝
五
万
一
千
百
円
か
ら
五
万
九

百
円
に
変
更
（
月
額
）

盪
二
級
＝
三
万
四
千
三
十
円
か
ら
三
万

三
千
九
百
円
に
変
更
（
月
額
）

障
害
福
祉
課
給
付
係
蕁
366
・
７
３
４

８

平
成
16
年
全
国
消
費
実
態
調
査

総
務
省
統
計
局
で
は
、
9
月
か
ら
11

月
ま
で
の
三
カ
月
に
わ
た
り
、
平
成
16

年
全
国
消
費
実
態
調
査
を
実
施
し
ま
す
。

調
査
の
準
備
の
た
め
、
調
査
対
象
地

域
の
お
宅
へ
、
7
月
下
旬
よ
り
千
葉
県

か
ら
任
命
さ
れ
た
調
査
員
が
伺
い
ま
す
。

な
お
、
調
査
員
は
調
査
員
証
を
携
帯

し
て
い
ま
す
。
不
審
な
点
が
あ
り
ま
し

た
ら
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

総
務
企
画
本
部
総
務
課
統
計
係
蕁
366

・
８
０
５
６

出水期を迎え、水防に万全を期
すため、松戸市・流山市の両市で
構成する東葛中部地区連合水防団
による水防演習を実施します。ぜ
ひご覧ください。
7月24日貍午前8時30分から
会場古ケ崎地先江戸川河川敷　演
習項目竹尖げ・杭拵え・土のう作
り・むしろ張り・五徳縫い・改良
積土のう・釜段工
河川清流課蕁366－7359

東葛中部地区
連合水防団水防演習

児童手当の支給対象年齢が拡大されました児童手当の支給対象年齢が拡大されました
児童福祉課給付担当室〔法改正用専用電話（9月30日貅まで）〕蕁366－3126

児童手当の支給対象児童の年齢が、これまでの義務教育就学前から小学3年生修了前ま
でに拡大されました。なお、改正に伴う新規請求等は、平成16年9月30日までに受け付け
したものに限り、特例的に4月分（または、支給要件に該当した日）にさかのぼって支給
されます。

区　　分

ショートステイ
（短期入所）

※1日当たりの料金

夜間・休日養護
※1回当たりの料金

2歳未満児 2歳以上児 夜間養護 休日養護

市民税非課税
世帯 1,100円 1,100円 350円 350円

その他世帯 5,500円 2,850円 800円 1,400円

スローガン

～運転中　メールひと文字　事故一生～

期　間

7月20日貂～31日貍

交通事故防止の重点目標

１．子どもと高齢者の交通事故防止
２．シートベルトとチャイルドシートの正しい着用の徹底
３．飲酒運転の防止と安全運転の励行

譛
千
葉
県
暴
力
団
追
放
県
民
会
議
で
は
、

暴
力
団
に
関
す
る
相
談
対
応
を
実
施
し
ま

す
。

日
時
…
8
月
18
日
貉
午
前
10
時
〜
午
後
4

時会
場
…
千
葉
県
東
葛
飾
県
民
セ
ン
タ
ー
（
小

根
本
七
）

相
談
員
…
千
葉
県
暴
力
団
追
放
県
民
会
議

の
常
勤
相
談
委
員
お
よ
び
弁
護
士
等
民
間

委
嘱
の
暴
力
相
談
委
員
。
ま
た
、
必
要
に

よ
り
所
轄
警
察
署
署
員
の
協
力
を
要
請

※
相
談
内
容
に
よ
っ
て
は
、
警
察
当
局
へ

の
通
報
、
相
談
者
の
希
望
に
よ
り
弁
護

士
の
紹
介
、
千
葉
県
暴
力
団
追
放
県
民

会
議
事
務
局
に
よ
る
訴
訟
費
用
の
無
利

子
貸
付
け
、
保
護
器
機
の
貸
し
出
し
、

そ
の
他
の
指
導
な
ど
措
置
を
し
ま
す
。

※
秘
密
は
堅
く
守
ら
れ
ま
す
。

譛
千
葉
県
暴
力
団
追
放
県
民
会
議
事
務

局
薔
０
１
２
０
・
０
８
９
３
５
４
（
オ
ー

ヤ
ク
ザ
ゴ
ヨ
ー
）

開
設
し
ま
す

こ
ど
も
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ

夜
間
・
休
日
養
護
サ
ー
ビ
ス

こ
ど
も
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ

夜
間
・
休
日
養
護
サ
ー
ビ
ス

生活安全課蕁366－7341、松戸警察署蕁369－0110、
松戸東警察署蕁349－0110

夏の交通安全運動が
実施されます

と くいごしら

つみ かまだんこう



日時7月22日貅〔雨天
決行〕 持ち物虫かご（ビニール
袋など飼育できないものは不可）
費用無料
※1人当たりオス2匹・メス1匹を
先着順に配布し、無くなりしだ
い終了します。
譛まつど街と水辺の緑化基金

蕁345－9846

あなたが好きな松戸の景観スポット
（なんでも可）の写真を撮影して、応募
してください（デジタルカメラも可）。
応募作品は、市の関係施設で展示する
予定です。
※応募作品は返却できません。
8月31日貂までに、応募写真とその景

観が好きな理由・写真の場所・連絡先を
記入して、郵送またはメールで、〒271
―8588松戸市役所都市整備本部企画管
理室（蕁366－7356）へ
mctoshikikaku@city.matsudo.chiba.jp
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平成16年度企画展

企画展「昔のくらし探検＜松戸版＞」は、今から70年ぐらい前の市内の農家のくら
しを出発点にして、衣食住のさまざまな生活の変化を探検しながら現在の生活に至る、
身近な生活の歴史を紹介します。
私たちの生活がどのように形づくられてきたか、その中で失われたかつての生活に

おける技
わざ

や、知恵
ち え

などをご覧ください。
市立博物館蕁384－8181

現在の私たちの生活は
どのように作られてきたのでしょうか

観覧料および常設展共通観覧料
区　分 個人 団体 共通観覧料

一　　般 300円 240円 500円

高校生・大学生 150円 100円 250円

小学生・中学生 無　料

会期…7月21日貉～11月23日豢
会場…市立博物館企画展示室

糸紡
つむ

ぎ・機織
はたお

り体験〔全2回〕
1日目＝8月7日貍・14日貍・21日貍・28日貍
のいずれか1日、各午前10時～午後3時
2日目＝1日目受講翌週の火～金曜日の1日、各
日午前10時～正午か午後1時30分～3時30分
内容綿から糸を紡いで、機で織る　定員各6人
対象小学校3～6年生（2日とも参加できる人）

着物の洗い張
は

り体験〔全2回〕
8月5日貅・6日貊各午前10時30分～午後3時
内容着物をほどいてたらいで手洗いし､のりを付
けて張り板に干す　定員8人　対象小学校3～6年
生（2日とも参加できる人）

7月23日貊〔必着〕までに、往復ハガキで〒
270－2252松戸市千駄堀671 市立博物館「昔
のくらし体験係」（蕁384－8181）へ

暮らす

着
る

食べる

十能（じゅうのう）
かまどから灰をかき出したり、火を燃やした後にできるおき火
を運ぶのに使います。スコップの形をしたものや炭を運ぶため
の台十能と呼ばれるものがありました。やぐら炬燵（こたつ）

木のやぐらの中に炭火を入れた
火入れを置いて、炬燵布団をか
けて使います。

機（はた）
布を織るための道具です。

炭
火
ア
イ
ロ
ン
と
台
十
能

台
十
能
で
運
ん
で
き
た
炭
を
炭
火

ア
イ
ロ
ン
の
中
に
入
れ
て
熱
し
、

衣
服
の
し
わ
を
伸
ば
し
ま
す
。

お膳（ぜん）
写真は70年ぐらい前の初夏の
食事を再現したもので、メニ
ューは麦ご飯に、かぶのみそ
汁、めざしにキュウリの漬け
物です。

◯  

西口公園 新松戸中央公園

小金原公園
午後2時～3時30分

午前10時～11時30分午前10時～11時30分

流
通
経
済
大
学
新
松
戸
キ
ャ
ン
パ
ス

で
は
、
下
記
の
と
お
り
図
書
館
を
開
放

し
ま
す
。

利
用
開
始
日
…
8
月
2
日
豺
か
ら

利
用
時
間
…
原
則
と
し
て
平
日
の
午
前

9
時
〜
午
後
5
時

所
在
…
新
松
戸
三
の
二
の
一

対
象
…
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
で
二

十
歳
以
上
の
人

費
用
…
年
二
千
円
（
登
録
料
）

※
資
料
の
館
外
貸
し
出
し
は
行
い
ま
せ

ん
。
閲
覧
の
み
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、

座
席
の
み
の
利
用
は
で
き
ま
せ
ん
。

※
高
校
生
は
、
7
月
27

日
貂
〜
9
月
17
日
貊

に
限
り
無
料
で
利
用

で
き
ま
す
（
生
徒
証

持
参
の
こ
と
）。

利
用
方
法
…
利
用
証
が
必
要
と
な
り
ま

す
。
登
録
料
・
身
分
証
明
書
（
免
許
証

・
保
険
証
・
住
民
票
な
ど
）
を
持
参
し

て
、
図
書
館
カ
ウ
ン
タ
ー
で
登
録
手
続

き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

流
通
経
済
大
学
新
松
戸
図
書
館
（
五

階
）
蕁
340
・
０
２
４
４

http://w
w
w
.rku.ac.jp

流
通
経
済
大
学
新
松
戸
図
書
館
を

地
域
の
皆
さ
ん
に
開
放
し
ま
す

流
通
経
済
大
学
新
松
戸
図
書
館
を

地
域
の
皆
さ
ん
に
開
放
し
ま
す
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※タイトルが色刷りのものは、市等の主催です 

ス
ポ
ー
ツ 

ス
ポ
ー
ツ 

虔
夏
季
市
民
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会

（
兼
県
民
大
会
予
選
）

8
月
22
日
豸
・
29
日
豸
午
前
8
時
30

分
受
け
付
け
、
午
前
9
時
開
始
（
コ
ー

ト
不
良
の
場
合
中
止
）

会
場
栗
ケ
沢

公
園
庭
球
場
　
種
目
男
女
Ａ
〜
Ｄ
ラ
ン

ク
別
と
四
十
五
歳
以
上
Ａ
〜
Ｃ
ラ
ン
ク

別
お
よ
び
、
小
学
生
　
ル
ー
ル
国
際
ル

ー
ル
　
対
象
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学

・
在
ク
ラ
ブ
の
人
　
費
用
一
チ
ー
ム
二

千
円
、
小
学
生
の
チ
ー
ム
千
円

7
月
30
日
貊
ま
で
に
、
所
定
の
振
込

用
紙
で
松
戸
市
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
連
盟
・

山
下
（
蕁
345
・
7
0
8
4
）
へ

虔
夏
快
適
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
体
操

8
月
3
日
貂
・
5
日
貅
・
7
日
貍
・

17
日
貂
・
19
日
貅
・
21
日
貍
午
前
9
時

30
分
〜
11
時
　
会
場
運
動
公
園
小
体
育

室
　
内
容
リ
ズ
ム
運
動
、
ス
ト
レ
ッ
チ
、

レ
ク
ダ
ン
ス
　
定
員
先
着
六
十
人
　
費

用
二
千
百
円
（
保
険
料
百
円
を
含
む
）

当
日
会
場
で

松
戸
市
健
康
体
操
連
盟
指
導
者
協
議

会
・
竹
島
蕁
346
・
９
５
０
１

虔
オ
ー
バ
ー
フ
ォ
ー
テ
ィ
＆
シ
ニ

ア
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

9
月
5
日
豸
午
前
8
時
30
分
受
け
付

け
　
会
場
小
金
原
体
育
館
　
対
象
満
四

十
歳
以
上
で
市
内
在
住
の
女
性
　
持
ち

物
運
動
着
・
昼
食
　
費
用
一
人
三
百
円

7
月
31
日
貍
ま
で
に
、
電
話
で
家
庭

婦
人
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
連
盟
・
増
井
蕁
346

・
1
6
2
9
へ

虔
松
戸
市
体
育
祭
ミ
ッ
ク
ス
ダ
ブ

ル
ス
大
会
（
硬
式
テ
ニ
ス
）

一
般
混
合
・
家
族
混
合
予
選
＝
9
月

19
日
豸
、
本
戦
＝
10
月
24
日
豸
、
九
十

・
百
十
・
百
二
十
歳
＝
9
月
19
日
豸
、

10
月
24
日
豸
、
予
備
日
10
月
31
日
豸

会
場
栗
ケ
沢
公
園
庭
球
場
　
費
用
一
組

二
千
円

※
申
込
用
紙
・
大
会
要
綱
の
詳
細
は
九

十
円
切
手
を
張
っ
た
返
信
用
封
筒
を

同
封
し
て
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。

8
月
11
日
貉
〔
必
着
〕
ま
で
に
、
所

定
の
申
込
用
紙
で
〒
270
―
０
０
０
６
松

戸
大
金
平
郵
便
局
留
　
松
戸
市
テ
ニ
ス

協
会
・
本
田
早
苗〔
蕁

090
・
６
６
５
０
・
３

６
３
４
（
火
〜
土
曜

日
の
昼
間
）〕
へ

お
し
ら
せ 

お
し
ら
せ 

虔
反
核
平
和
の
火
リ
レ
ー
ラ
ン
ナ

ー
を
募
集

7
月
21
日
貉

内
容
反
核
平
和
を
訴

え
て
千
葉
県
内
を
リ
レ
ー
（
松
戸
で
は

矢
切
か
ら
南
流
山
ま
で
十
区
間
）

松
戸
実
行
委
員
会
蕁
365
・
0
0
7
7

虔
千
葉
県
警
察
官
採
用
試
験

受
付
期
限
8
月
2
日
豺
ま
で

第
一

次
試
験
日
9
月
19
日
豸

募
集
人
員
①

警
察
官
Ａ
（
男
性
）
百
人
程
度
②
警
察

官
Ａ
（
女
性
）
十
二
人
程
度
③
警
察
官

Ｂ
（
男
性
）
七
十
人
程
度
④
警
察
官
Ｂ

（
女
性
）
十
三
人
程
度

※
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

松
戸
警
察
署
蕁
369
・
0
1
1
0
、
松

戸
東
警
察
署
蕁
349
・
0
1
1
0

虔
職
業
体
験
学
習
の
企
業
・
事
業

主
を
求
め
ま
す

県
立
松
戸
つ
く
し
養
護
学
校
で
は
、

高
等
部
の
生
徒
を
対
象
に
職
業
体
験
学

習
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
多
く
の
企

業
・
事
業
主
の
人
に
職
業
体
験
学
習
へ

の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

同
学
校
・
山
崎
蕁
385
・
1
6
3
2

虔
新
松
戸
総
合
手
工
芸
展
の
出
展

者
を
募
集

10
月
30
日
貍
・
31
日
豸
午
前
10
時
〜

午
後
5
時
　
会
場
新
松
戸
市
民
セ
ン
タ

ー
　
募
集
内
容
一
般
手
工
芸
作
品
・
生

花
・
茶
道
等
の
展
示
・
実
演
・
チ
ャ
リ

テ
ィ
ー
等
（
出
展
作
品
は
特
に
問
わ
ず
）

募
集
期
限
8
月
31
日
貂
（
予
定
出
展
数

に
な
り
次
第
締
め
切
り
）

出
展
費
用

三
千
五
百
円
（
パ
ネ
ル
、
設
置
費
等
）

ゆ
う
か
り
手
工
芸
文
化
の
会
・
北
村

蕁
344
・
1
5
6
9

虔
ビ
ジ
ネ
ス
・
キ
ャ
リ
ア
試
験

試
験
日
10
月
2
日
貍
・
3
日
豸

受

付
期
間
7
月
26
日
豺
〜
8
月
6
日
貊

内
容
専
門
技
術
職
・
管
理
職
・
事
務
職

・
販
売
職
等
に
お
け
る
人
事
・
経
理
・

営
業
等
の
知
識
や
能
力
の
習
得
度
を
評

価
す
る
試
験
①
ユ
ニ
ッ
ト
試
験
②
マ
ス

タ
ー
試
験
　
受
験
手
数
料
①
二
千
円（
一

ユ
ニ
ッ
ト
）
②
五
千
円
（
一
部
門
）

※
詳
細
は
お
問

い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

千
葉
県
職
業

能
力
開
発
協
会

蕁
043
・
296
・
１

１
５
０

虔
地
域
な
つ
ま
つ
り

7
月
21
日
貉
午
後
3
時
〜
4
時
30
分

会
場
常
盤
平
さ
る
び
あ
公
園
（
雨
天
の

場
合
は
常
盤
平
児
童
福
祉
館
）

内
容

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
・
か
き
氷
・
盆
踊

り
・
ヨ
ー
ヨ
ー
つ
り
・
シ
ャ
ボ
ン
玉
等

費
用
無
料
（
チ
ケ
ッ
ト
配
布)

※
ス
タ
ッ
フ
募
集
中

常
盤
平
児
童
福
祉
館
蕁
387
・
3
3
2

0
（
月
曜
休
館
）、
常
盤
平
保
育
所
蕁
387

・
6
7
6
2
、
風
の
子
学
童
ク
ラ
ブ
蕁

388
・
7
7
2
4

虔
野
菊
野
こ
ど
も
館
夏
ま
つ
り

7
月
28
日
貉
午
後
3
時
〜
4
時
30
分

会
場
野
菊
野
こ
ど
も
館
　
内
容
金
魚
す

く
い
・
ヨ
ー
ヨ
ー
つ
り
・
お
菓
子
つ
り

等
　
費
用
無
料
（
チ
ケ
ッ
ト
配
布)

※
ス
タ
ッ
フ
募
集
中

常
盤
平
児
童
福
祉
館
蕁
387
・
3
3
2

0
（
月
曜
休
館
）、
野
菊
野
こ
ど
も
館
蕁

331
・
1
1
4
4
（
月
曜
休
館
）

虔
夏
の
恐
怖
体
験
！
恒
例
「
お
ば

け
大
会
」

8
月
5
日
貅
午
前
10
時
〜
11
時
30
分

・
午
後
1
時
30
分
〜
3
時
　
会
場
常
盤

平
児
童
福
祉
館
　
対
象
十
八
歳
未
満

費
用
無
料

※
ス
タ
ッ
フ
募
集
中

常
盤
平
児
童
福
祉
館
蕁
387
・
3
3
2

0
（
月
曜
休
館
）

も

よ

お

 

も

の

 

催

し

物

 

催

し

物

 

虔
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
夏
休
み
特
別

投
影7

月
21
日
貉
〜
8
月
31
日
貂
の
間
、

通
常
の
土
・
日
曜
日
、
祝
日
に
加
え
て

水
・
木
曜
日
に
も
投
影
し
ま
す
。

投
影
開
始
時
刻
土
・
日
曜
日
、
祝
日

=

午
前
10
時
・
午
後
1
時
30
分
・
3
時

30
分
、
水
・
木
曜
日=

午
後
1
時
30
分

・
3
時
30
分
　
投
影
時
間
約
五
十
分
間

会
場
市
民
会
館
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
室

内
容
8
月
1
日
豸
ま
で
は
「
水
の
惑
星
」

8
月
4
日
貉
か
ら
は
新
番
組
「
月
を
観

る
」
を
予
定
　
定
員
各
回
八
十
人
　
費

用
子
ど
も
（
中
学
生
以
下
）
三
十
一
円
、

大
人
五
十
二
円
（
投
影
開
始
三
十
分
前

か
ら
券
を
発
売
）

市
民
会
館
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
室
蕁
368

・
1
2
3
7

虔
日
本
舞
踊
（
坂
東
鈴
冨
）
ゆ
か

た
ざ
ら
え

7
月
18
日
豸
午
後
0
時
30
分
開
演

会
場
常
盤
平
市
民
セ
ン
タ
ー

費
用
無
料

坂
東
蕁
342
・
1
6
6
1

虔
16
ミ
リ
映
画
会

7
月
24
日
貍
午
後
2
時
〜
3
時
　
会

場
文
化
ホ
ー
ル
　
内
容
ジ
ャ
ン
グ
ル
大

帝
他
　
対
象
小
学
生
以
下
（
小
学
三
年

生
以
下
は
保
護
者
同
伴
）

定
員
当
日

先
着
二
十
人
　
費
用
無
料

生
涯
学
習
情
報
プ
ラ
ザ
蕁
367
・
7
8

7
1
（
月
曜
日
休
館
）

虔
会
報
チ
ラ
シ
編
集
制
作
相
談
室

7
月
23
日
貊
・
30
日
貊
午
前
10
時
〜

正
午
　
会
場
松
戸
ま
ち
づ
く
り
交
流
室

テ
ン
ト
小
屋
　
内
容
会
報
や
チ
ラ
シ
等

の
編
集
制
作
（
デ
ザ
イ
ン
や
技
法
）
に

つ
い
て
の
相
談
　
費
用
無
料

同
室
テ
ン
ト
小
屋
蕁
308
・
5
2
0
0

虔
夏
休
み
学
習
サ
ポ
ー
ト
「
身
体

で
感
じ
て
読
も
う
！
」

7
月
22
日
貅
、
8
月
26
日
貅
・
27
日

貊
午
後
1
時
30
分
〜
3
時
30
分
、
7
月

23
日
貊
午
前
10
時
〜
正
午
　
会
場
市
民

活
動
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
　
内
容
好
き

な
詩
や
童
話
を
声
に
出
し
て
読
み
、
自

分
の
声
や
気
持
ち
を
楽
し
む
　
対
象
小

・
中
学
生
　
定
員
先
着
二
十
人

費
用

二
百
円
（
資
料
代
等
）

電
話
で
ア
ル
ト
の
会
・
小
山
蕁
090
・

6
1
6
7
・
4
7
1
2
へ

虔
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
相
談
と
市
民

講
座7

月
24
日
貍
午
前
10
時
〜
午
後
4
時

＝
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
相
談
、
午
後
2
時

〜
3
時
＝
市
民
講
座
　
会
場
小
金
原
市

民
セ
ン
タ
ー

内
容
リ
フ
ォ
ー
ム
の
ポ

イ
ン
ト
と
バ
リ
ア
フ
リ
ー
住
宅
に
つ
い

て
　
費
用
無
料

当
日
会
場
で

松
戸
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
相
談
員
協
議

会
蕁
361
・
9
5
4
5

虔
千
葉
県
知
事
と
語
ろ
う
フ
ォ
ー

ラ
ム
「
食
育
と
明
日
の
農
林
業
」

2
0
0
4
in
と
う
か
つ

7
月
29
日
貅
午
後
1
時
30
分
か
ら

会
場
柏
市
民
文
化
会
館
　
内
容
知
事
の

講
話
、
太
巻
き
ず
し
の
実
演
会
　
費
用

無
料東

葛
飾
農
林
振
興
セ
ン
タ
ー
企
画
調

整
室
蕁
04
・
7
1
4
3
・
4
1
2
1

虔
常
田
富
士
男
「
民
話
の
世
界
」

8
月
22
日
豸
午
後
2
時
30
分
開
演

会
場
市
民
会
館
　
内
容
民
話
を
通
じ
て

親
子
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
大
切

さ
等
を
訴
え
る
ト
ー
ク
ラ
イ
ブ
シ
ョ
ー

定
員
千
二
百
人
（
抽
選
）

費
用
無
料

8
月
6
日
貊
〔
必
着
〕
ま
で
に
、
ハ

ガ
キ
に
住
所
・
氏
名
・
希
望
人
数
・
松

戸
会
場
希
望
と
記
入
し
て
、
〒
107
―
8

3
7
3
港
区
赤
坂
一
の
九
の
十
五
ラ
ジ
オ

Ｎ
Ｉ
Ｋ
Ｋ
Ｅ
Ｉ
（
蕁
03
・
３
５
８
３
・

８
１
５
１
）
へ

虔
松
戸
青
少
年
交
響
楽
団
定
期
演

奏
会7

月
25
日
豸
午
後
2
時
〜
4
時
　
会

場
森
の
ホ
ー
ル
21

内
容
ブ
ラ
ー
ム
ス

「
交
響
曲
第
二
番
」、
ビ
ゼ
ー
「
カ
ル
メ

ン
―
第
一
・
二
組
曲
か
ら
」、
ヨ
ハ
ン
シ

ュ
ト
ラ
ウ
ス
「
美
し
く
青
き
ド
ナ
ウ
」

（
指
揮
・
黒
岩
春
生
）

費
用
無
料

尾
崎
蕁
384
・
3
1
2
7

虔
こ
ひ
つ
じ
お
は
な
し
会

7
月
21
日
貉
午
後
2
時
〜
3
時
　
会

場
市
川
こ
ど
も
ク
リ
ニ
ッ
ク
（
新
京
成

八
柱
駅
下
車
）

内
容
童
話
の
読
み
聞

か
せ
と
人
形
劇
　
定
員
先
着
三
十
人

費
用
無
料

電
話
で
同
会
・
市
川
蕁
383
・
2
3
1

2
へ

虔
サ
ロ
ン
コ
ン
サ
ー
ト

7
月
31
日
貍
午
後
2
時
20
分
開
演

会
場
イ
ベ
ン
ト
ホ
ー
ル
（
松
戸
駅
東
口
、

サ
ン
ク
ス
二
階
）

内
容
ピ
ア
ノ
、
弦

・
管
楽
器
で
奏
で
る
映
画
音
楽
（
四
歳

未
満
は
入
場
不
可
）

費
用
二
千
円（
ド

リ
ン
ク
付
）

電
話
で
デ
ー
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
蕁
391
・

5
7
6
4
へ

虔
納
涼
祭「
ハ
ッ
ピ
ー
ス
マ
イ
ル
」

7
月
24
日
貍
午
後
5
時
〜
8
時
　
会

場
小
金
わ
か
ば
苑
（
JR
北
小
金
駅
下
車
）

内
容
模
擬
店
、
陶
芸
・
縫
製
・
農
園
芸

作
品
等
の
展
示
即
売
、
地
域
協
力
バ
ザ

ー
、
盆
踊
り
、
打
ち
上
げ
花
火
等

同
苑
蕁
330
・
5
5
1
1（
平
日
の
み
）

虔
こ
こ
ろ
病
む
人
た
ち
の
た
め
の

サ
ン
デ
ー
オ
ー
プ
ン
サ
ロ
ン

平
成
17
年
3
月
ま
で
の
毎
月
第
一
・

二
・
三
日
曜
日
午
前
10
時
〜
午
後
3
時

会
場
ビ
オ
ラ
工
房
　
内
容
日
常
相
談
・

生
活
訓
練
・
就
労
練
習

対
象
市
内
在

住
の
精
神
障
害
者
（
日
常
生
活
が
可
能

な
人
）
定
員
先
着
十
五
人
　
費
用
無
料

電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
で
ビ
オ
ラ
工

房
蕁
薨
331
・
６
０
１
８
へ

※
申
し
込
み
方
法
等
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

県
立
関
宿
城
博
物
館
蕁
04
・
7
1
9

6
・
1
4
0
0

虔
関
宿
城
博
物
館
8
月
催
し
物

行　事　名 日　時 会　場 定員／費用
企画展 幕末の眼科医
・高野敬忠ー利根川中
流域の医療と文化

8/10貂～9/12豸
午前9時～午後4
時30分

企画展示室
一般300円、高校・大
学生150円、中学生以
下・65歳以上は無料

歴史講座ー江戸時代の
医療を語る

8/22豸午後1時
30分～3時30分 当館集会室 30人／100円（資料代）

川の日記念事業ー利根
川の源流を探ろう

8/20貊～22豸
2泊3日

品木ダム
（群馬県）他 45人／6,000円

古文書講座（入門編）
〔全3回〕

8/21貍、9/25貍、
10/23貍午後1時
30分～3時30分

当館集会室 20人／600円（3回分の資料代）

ビデオシアター「発見
・体験！食事の移り変
わりを調べよう」

8/28貍午後1時
30分、2時40分
（上映時間22分）

当館集会室
ビデオシアターのみ参
加の場合は入館料は不
要

虔
ハ
ワ
イ
ア
ン
カ
ー
ニ
バ
ル

8
月
7
日
貍
午
後
3
時
開
演
　
会
場

市
民
会
館
　
内
容
ハ
ワ
イ
ア
ン
バ
ン
ド

と
フ
ラ
ダ
ン
ス
チ
ー
ム
に
よ
る
「
マ
ウ

イ
ガ
ー
ル
・
南
国
の
夜
・
ワ
イ
キ
キ
他
」

定
員
千
二
百
人
　
費
用
無
料

マ
ハ
ロ
ク
ラ
ブ
・
神
崎
蕁
04
・
７
１

７
５
・
１
７
７
０
（
夜
間
の
み
）
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こ

う

ざ

 

講
座
・
講
演 

講
座
・
講
演 

こ

う

え

ん

 

虔
中
高
年
英
語
教
室
（
第
五
期
）

7
月
28
日
〜
10
月
末
ま
で
の
水
曜
日

〔
全
九
回
〕
入
門
ク
ラ
ス=

①
午
後
1
時

〜
2
時
30
分
　
初
級
ク
ラ
ス=

②
午
前

10
時
15
分
〜
11
時
45
分
③
午
後
2
時
45

分
〜
4
時
15
分
　
会
場
市
民
劇
場
　
対

象
四
十
歳
以
上
で
市
内
在
住
・
在
勤
の

人
　
費
用
九
千
円
（
別
途
教
材
費
三
百

円
程
度
）

定
員
各
ク
ラ
ス
若
干
名（
多

数
の
場
合
は
抽
選
）

7
月
21
日
貉
〔
必
着
〕
ま
で
に
、
ハ

ガ
キ
に
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番

号
・
希
望
ク
ラ
ス
を
記
入
し
て
、
〒
270

―
2
2
5
1
松
戸
市
金
ケ
作
二
七
七
の

四
　
譖
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
中
高

年
英
語
教
室
係（
蕁
384
・
3
1
9
1
）へ

虔
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
基
礎
セ
ミ
ナ

ー
7
月
31
日
貍
午
後
1
時
10
分
か
ら

会
場
市
川
市
民
会
館
　
内
容
講
演
①
マ

ン
シ
ョ
ン
管
理
三
法
と
マ
ン
シ
ョ
ン
標

準
管
理
規
約
書
の
改
訂
②
長
期
修
繕
計

画
と
大
規
模
修
繕
工
事
③
マ
ン
シ
ョ
ン

共
用
部
分
の
維
持
管
理
④
共
同
住
宅
に

お
け
る
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
　
対
象
管

理
組
合
の
役
員
・
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
の

関
係
者
等
　
定
員
先
着
百
五
十
人
　
費

用
無
料

電
話
で
住
ま
い
情
報
プ
ラ
ザ
蕁
043
・

223
・
3
2
6
6
へ

虔
文
化
庁
委
嘱
事
業
「
日
本
舞
踊

こ
ど
も
教
室
」

7
月
25
日
豸
、
8
月
1
日
豸
・
5
日

貅
・
29
日
豸
（
平
成
17
年
3
月
ま
で
実

施
・
9
月
以
降
の
日
程
未
定
）

会
場

市
民
会
館
他
　
内
容
日
本
舞
踊
の
体
験

を
通
し
て
感
性
と
尊
重
の
態
度
を
は
ぐ

く
む
　
講
師
花
柳
美
世
寿
恵
氏
他
　
対

象
幼
児
〜
中
学
生
　
定
員
二
十
人
　
持

ち
物
浴
衣
・
帯
・
足
袋
・
腰
紐
（
浴
衣

等
の
貸
し
出
し
あ
り
）

費
用
無
料

電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
に
名
前
・
学

年
・
住
所
・
電
話
番
号
を
記
し
て
金
澤

蕁
薨
386
・
1
8
5
9
へ

虔
普
通
救
命
講
習
会
（
応
急
手
当

の
基
本
コ
ー
ス
）

7
月
24
日
貍
午
前
9
時
〜
正
午
　
会

場
五
香
消
防
署
三
階
会
議
室
　
内
容
心

肺
蘇
生
法
・
止
血
法
　
定
員
先
着
五
十

人
　
費
用
無
料

※
一
時
保
育
あ
り
（
要
予
約
）
対
象
一

歳
十
カ
月
か
ら
就
学
前
　
定
員
二
十

人
　
費
用
一
人
二
百
円
（
お
や
つ
代
）

7
月
15
日
貅
・
16
日
貊
の
午
前
9
時

〜
午
後
5
時
に
、
電
話
で
消
防
局
消
防

救
急
課
蕁
363
・
1
1
1
5
へ

虔
花
づ
く
り
講
習
会

7
月
29
日
貅
午
後
1
時
30
分
〜
3
時

会
場
金
ケ
作
育
苗
圃
　
内
容
花
壇
向
き

の
宿
根
草
（
多
年
草
）
の
育
て
方
　
講

師
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
・
渡
邊
重
吉

郎
氏
　
定
員
先
着
四
十
人
　
費
用
無
料

午
前
9
時
〜
午
後
5
時
（
土
・
日
曜

日
、
祝
日
を
除
く
）
に
、
電
話
で
譛
ま

つ
ど
街
と
水
辺
の
緑
化
基
金
蕁
345
・
9

8
4
6
へ

虔
講
演
「
子
供
た
ち
か
ら
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
」

7
月
18
日
豸
午
後
1
時
30
分
か
ら

会
場
市
民
会
館

テ
ー
マ
不
登
校
・
ひ

き
こ
も
り
・
非
行
等
の
子
供
た
ち
は
親

や
大
人
た
ち
に
何
を
訴
え
て
い
る
の
か

講
師
こ
こ
ろ
育
て
の
会
・
岡
村
は
つ
え

氏
　
費
用
五
百
円

こ
こ
ろ
育
て
の
会
・
太
田
蕁
361
・
８

０
４
８

虔
子
ど
も
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
の
と
り
方

7
月
27
日
貂
午
後
1
時
30
分
〜
4
時

会
場
市
民
劇
場
　
内
容
親
と
子
の
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
と
り
方
に
つ
い
て

対
象
不
登
校
の
子
ど
も
の
親
と
教
師

講
師
臨
床
心
理
士
・
木
村
綾
子
氏
　
定

員
先
着
五
十
人
　
費
用
千
円
（
会
員
は

五
百
円
）

当
日
会
場
で

不
登
校
問
題
を
考
え
る
東
葛
の
会
蕁

361
・
8
7
5
7

虔
ふ
れ
あ
い
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
入
門

教
室7

月
31
日
貍
午
後
1
時
〜
4
時
　
会

場
五
香
市
民
セ
ン
タ
ー
　
内
容
車
い
す

生
活
者
と
日
常
生
活
の
支
援
の
あ
り
方

を
語
る
　
対
象
市
内
在
住
の
人
ま
た
は

近
隣
地
域
の
人
　
定
員
先
着
七
十
人

費
用
無
料

直
接
会
場
ま
た

は
電
話
で

ふ
れ

あ
い
ネ
ッ
ト
ま
つ

ど
・
鎌
滝
蕁
346
・

０
８
６
６
へ

虔
Ｓ
Ｅ
Ｉ
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｕ
夏
期
保
育
大
学

7
月
24
日
貍
午
前
10
時
〜
午
後
4
時

会
場
聖
徳
大
学
　
テ
ー
マ
「
明
日
の
保

育
を
考
え
る
」
講
演
と
分
科
会
　
費
用

五
千
円

電
話
で
同
大
学
生
涯
学
習
課
蕁
365
・

1
1
1
1
へ

虔
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

8
月
1
日
豸
午
後
3
時
〜
5
時
　
会

場
勤
労
会
館
　
テ
ー
マ
本
音
で
語
ろ
う
、

公
立
夜
間
中
学
校
　
パ
ネ
ラ
ー
松
戸
市

議
会
議
員
三
人
、
地
域
新
聞
記
者
　
定

員
当
日
先
着
百
五
十
人
　
費
用
無
料

松
戸
市
に
夜
間
中
学
校
を
つ
く
る
市

民
の
会
・
藤
田
蕁
341
・
４
７
０
４

虔
東
京
医
科
歯
科
大
学
公
開
講
座

①
「
な
ぜ
？
」
か
ら
始
め
る
理
科
の
自

由
研
究=

7
月
29
日
貅
・
30
日
貊
午
前

10
時
〜
午
後
4
時
　
対
象
小
学
五
・
六

年
生
　
定
員
先
着
十
五
人
　
費
用
六
千

円
（
教
材
費
、
保
険
料
を
含
む
）

②
ジ
ュ
ニ
ア
水
泳
教
室=

8
月
18
日
貉

〜
21
日
貍
午
前
ま
た
は
午
後
の
部
〔
全

四
回
〕

対
象
小
・
中
学
生
　
定
員
各

先
着
三
十
五
人
　
費
用
七
千
五
百
二
十

円
（
保
険
料
を
含
む
）

会
場
①
②
と
も
東
京
医
科
歯
科
大
学
教

養
部
（
市
川
市
国
府

台
）同

大
学
教
養
部
厚

生
掛
蕁
300
・
７
１
０

６

虔
夏
休
み
陶
芸
一
日
教
室

7
月
23
日
貊
午
前
9
時
30
分
〜
11
時

30
分
・
午
後
0
時
15
分
〜
2
時
15
分
・

午
後
3
時
〜
5
時
　
会
場
陶
松
（
松
戸

市
立
病
院
裏
）

内
容
湯
飲
み
や
茶
碗

等
　
定
員
各
十
二
人
　
費
用
一
回
五
百

円
（
陶
土
、
焼
代
別
）

陶
松
登
り
窯
の
会
・
小
堀
蕁
368
・
7

7
2
6

虔
動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー
・
親
子
体

験
教
室

7
月
28
日
貉
、
8
月
4
日
貉
・
11
日

貉
・
18
日
貉
・
25
日
貉
午
前
10
時
〜
11

時
30
分
　
会
場
千
葉
県
動
物
愛
護
セ
ン

タ
ー
（
富
里
市
）

内
容
犬
・
ね
こ
の

正
し
い
飼
い
方
・
接
し
方
等
、
動
物
愛

護
セ
ン
タ
ー
の
見
学
　
対
象
小
学
四
年

〜
六
年
生
の
親
子
（
送
迎
が
あ
れ
ば
、

小
学
生
の
み
の
参
加
も
可
）

定
員
各

先
着
五
組
　
費
用

無
料

電
話
で
同
セ
ン
タ
ー
蕁
0
4
7
6
・

93
・
5
7
1
1
へ

虔
転
倒
予
防
教
室

7
月
30
日
貊
午
後
2
時
〜
4
時
　
会

場
六
実
市
民
セ
ン
タ
ー
　
内
容
い
つ
ま

で
も
若
々
し
く
、
寝
た
き
り
に
な
ら
な

い
た
め
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

講
師
保
健
福

祉
課
理
学
療
法
士
　
定
員
三
十
人
　
費

用
無
料
　

7
月
26
日
豺
ま
で
に
、
電
話
で
五
香

六
実
地
区
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
蕁

386
・
1
3
1
6
へ

虔
転
倒
予
防
教
室

7
月
25
日
豸
午
前
10
時
〜
11
時
30
分

会
場
市
民
会
館
　
内
容
転
倒
は
寝
た
き

り
の
も
と
？

講
師
新
東
京
病
院
理
学

療
法
士
・
橋
田
明
子
氏
　
対
象
六
十
五

歳
以
上
の
人
　
定
員
三
十
人
　
費
用
無

料
7
月
20
日
貂
ま
で
に
、
電
話
で
本
庁

地
区
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
蕁
363
・

6
8
2
3
へ

虔
松
戸
国
際
高
校
開
放
講
座

①
9
月
4
日
〜
12
月
4
日
の
土
曜
日

〔
全
十
回
〕
午
前
10
時
〜
正
午
②
9
月

4
日
〜
12
月
18
日
の
土
曜
日
〔
全
十

回
〕
午
前
10
時
〜
正
午
　
会
場
松
戸
国

際
高
校
　
内
容
①
中
国
語
旅
行
会
話
入

門
②
ウ
エ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
初
級
講

座
　
対
象
①
県
内
在
住
で
十
八
歳
以
上

の
人
②
県
内
在
住
で
中
学
生
以
上
の
人
　

定
員
各
三
十
人
（
抽
選
）

費
用
無
料

7
月
23
日
貊
ま
で
に
、
所
定
の
申
込

用
紙
と
あ
て
名
を
記
入
し
た
返
信
用
ハ

ガ
キ
を
、
直
接
県
立
松
戸
国
際
高
校
開

放
講
座
事
務
局
（
蕁
386
・
0
5
6
3
）へ

虔
時
局
講
演
会
「
拉
致
被
害
者
・

ご
家
族
の
方
々
と
共
に
」

7
月
30
日
貊
午
後
7
時
〜
8
時
45
分

会
場
森
の
ホ
ー
ル
21

講
師
内
閣
官
房

参
与
・
中
山
恭
子
氏
　
費
用
九
百
九
十

九
円フ

ァ
ク
ス
で
松
戸
市
東
倫
理
法
人
会

薨
362
・
7
6
1
6
へ

虔
ケ
ナ
フ
の
紙
す
き
体
験
学
習

8
月
1
日
豸
午
後
1
時
〜
3
時
・
午

後
3
時
〜
5
時
　
会
場
市
民
会
館
　
内

容
紙
す
き
で
ハ
ガ
キ
を
作
る
　
定
員
各

二
十
人
　
持
ち
物
タ
オ
ル
二
枚
　
費
用

小
・
中
学
生
は
無
料
、
大
人
五
百
円

電
話
ま
た
は
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
ま
ち
づ

く
り
Ｎ
Ｐ
Ｏ
セ
レ
ガ
内
・
松
戸
ケ
ナ
フ

の
会
蕁
薨
366
・
8
8
0
3
へ

虔
オ
ス
ト
メ
イ
ト
（
人
工
肛
門
・

人
工
膀
胱
造
設
者
）
社
会
適
応
訓

練
講
習
会

7
月
24
日
貍
正
午
〜
午
後
4
時
　
会

場
茂
原
市
役
所
市
民
室
　
内
容
①
補
装

具
展
示
相
談
会
②
講
演
と
質
疑
応
答

講
師
千
葉
県
が
ん
セ
ン
タ
ー
緩
和
医
療

科
部
長
・
渡
邊
敏
氏
他
　
対
象
県
内
の

オ
ス
ト
メ
イ
ト
と
そ
の
家
族
お
よ
び
医

療
関
係
従
事
者
　
費
用
無
料

日
本
オ
ス
ト
ミ
ー
協
会
千
葉
県
支
部

蕁
047
・
452
・
6
4
3
3
（
月
・
火
・
金

曜
日
の
み
） け

ん

こ

う

 

健
　
康 
健
　
康 

虔
ぜ
ん
そ
く
教
室

7
月
28
日
貉
午
後
2
時
〜
3
時
30
分

会
場
国
立
精
神
・
神
経
セ
ン
タ
ー
国
府

台
病
院
（
市
川
市
）

内
容
ぜ
ん
そ
く
の

薬
と
そ
の
上
手
な
使
い
方
　
費
用
無
料
　

同
病
院
内
科
・
田
中
蕁
372
・
3
5
0
1

虔
介
護
予
防
教
室

7
月
28
日
貉
午
後
2
時
〜
4
時
　
会

場
大
倉
記
念
病
院
　
内
容
健
康
は
食
事

か
ら
「
身
体
に
大
切
な
水
分
を
充
分
と

っ
て
い
ま
す
か
？
」

講
師
管
理
栄
養

士
・
筑
井
公
子
氏
　
定
員
五
十
人
　
費

用
無
料

7
月
24
日
貍
ま
で
に
、
電
話
で
小
金

地
区
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
・
三
浦

蕁
341
・
6
7
1
1
へ

※掲載以外の相談についてはホームページをご覧ください。
http://www.pref.chiba.jp/hokenjo/matsudo/

※駐車スペースが限られていますので、公共交通機関をご利用ください。午
後5時30分以降は駐車場が閉鎖されています。
同センター蕁361─2121

松戸健康福祉センター（松戸保健所）各種無料相談

4 月下旬に予防接種の通知を児童・生徒の対象者にしましたが、
もう済んでいますか？体調が良好であれば、年間を通じて接種がで
きますので、夏休み等を利用するのも良い方法です。まだ接種が済
んでおらず、転入・紛失等で予診票のない人は、直接中央保健福祉
センター・各支所の市民健康相談室で申し込むか、下記ハガキ記入
要領を参照してお申し込みください。（後日郵送）
保健福祉課予防衛生係（蕁366ー7484）へ

（裏）
◆
ハ
ガ
キ
記
入
要
領
◆

〒271－0072
松
戸
市
竹
ケ
花
七
四
の
三
　

中
央
保
健
福
祉
セ
ン
タ
―
内

保
健
福
祉
課
予
防
衛
生
係
行

50予防接種申し込み
◆希望する予防接種名
◆郵便番号
◆住所
◆保護者氏名
◆子どもの氏名
◆子どもの生年月日
（学年）
◆電話番号

虔
ナ
ツ
メ
の
会
学
習
会
「
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
の
功
罪
」

7
月
24
日
貍
午
後
3
時
〜
5
時
　
会

場
市
民
活
動
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
　
講

師
地
球
環
境
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
プ
ラ

ザ
・
川
村
研
治
氏
　
定
員
百
五
十
人

費
用
千
円

パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
応
援
団
ナ
ツ
メ
の
会

・
高
橋
蕁
367
・
２
８
５
７

日本脳炎第日本脳炎第22期期・・33期期、、DTDT第第22期予防接種を受けよう期予防接種を受けよう

（表）

相談名 日　時 会場 内容（担当課）

女性のための健康
相談（予約制）

8/5貅午前9時30分～10
時30分、10貂・18貉午
後1時30分～2時30分

松
戸
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
松
戸
保
健
所
）

女医による女性の心身の
健康に関する相談（地域
保健福祉課）

思春期相談（予約
制）

8/24貂午後1時30分～3
時30分

臨床心理士による思春期の
心の相談（地域保健福祉課）

エイズに関する相談
・エイズ抗体検査

8/3貂・17貂午後1時30
分～2時30分

匿名にて相談・血液検査。
希望者には梅毒・クラミ
ジアの抗体検査を追加。
結果は2週間後に交付。
（健康生活支援課）

夜間エイズ抗体検
査

8/17貂午後5時30分～7
時30分

8月2日豺は国民健康保険料〔2期〕の納期期限です

虔
江
戸
川
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
と
観
察

会①
ふ
れ
あ
い
松
戸
川
と
坂
川
の
観
察=

7
月
24
日
貍
午
前
9
時
30
分
〜
11
時
30

分
　
会
場
江
戸
川
堤
防
（
図
書
館
先
）

集
合
　
費
用
無
料

②
講
演
と
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム=

7
月
24
日

貍
午
後
0
時
30
分
〜
4
時
30
分
　
会
場

女
性
セ
ン
タ
ー
ゆ
う

ま
つ
ど
　
費
用
二
百

円
（
資
料
代
）

田
中
蕁
368
・
2
7

7
7
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文化ホールギャラリー 蕁367-7810

松戸駅市民ギャラリー 教）社会教育課蕁366-7462

市主催の催し物

博物館（21世紀の森と広場内） 蕁384-8181

戸定歴史館 蕁362-2050

21世紀の森と広場パークセンター 蕁345-8900

期　日 内　容

7/17貍～
9/26豸

徳川昭武が写した100年前のまつど
内容およそ100年前、松戸の景色や風俗を撮影して歩いた人がいました。戸定邸
のあるじ、徳川昭武です。今回はたくさんの写真を中心に、地図や統計資料、写
っている道具の実物等もまじえて、小・中学生にもわかりやすい展示を行います。

休館日月曜日(祝日の場合は開館し、翌日休館) 開館時間午前9時30分～午後5時（入館
は4時30分まで） 入館料一般150円（120円）、高校生・大学生100円（80円）、小・中
学生50円（40円）。戸定邸との共通入館券はそれぞれ一般240円（200円）、高校生・大
学生160円（120円）、小・中学生80円（60円）。〔( )内は団体料金/20人以上〕
※毎週土曜日は小・中学生の入館は無料です。

期間 7/16貊～29貅 7/30貊～8/12貅 8/13貊～26貅

東
アトリエ福島
アメリカンフラワー展
福島蕁344─2004

小金籐窯
第1回陶芸作品展
藤縄蕁341─0134

水墨画作品展
利根川蕁367─6992

西 ホワイトマット会員作品展
渡辺蕁363─7516

日本の凧の会作品展
鈴木蕁391─4589

日松会日本画展
山口蕁383─3128

会　期 内　容 問い合わせ先
7/18豸まで 創立30周年記念麦の会洋画展 麦の会・桑原　　 蕁347─7030
7/20貂～27貂 松戸市小中学校児童生徒書写作品展教）指導課　　　 蕁369─5001
7/28貉～30貊 韓国作家招待展 宋　　　　 蕁090─9822─7758
7/31貍・8/1豸 第2回梨雲会書展 梨雲会　横山　　 蕁369─5001
8/3貂～8豸 石井きよみ書道展 石井　　　 蕁0471─91─8416
開館時間午前10時～午後6時　休館日月曜日

期　間 内　　容
7/31貍まで午後1時15分、3
時15分上映（土・日曜日、
祝日は午前11時からも上映）
※7/17貍は講座開催のため、午
後1時15分からの上映は中止

ハイビジョン映像 ｢地球に乾杯　神の泉─黄龍～3400の池
が輝く峡谷の美～」
上映時間50分　会場講堂　観覧無料

7/17貍午後1時～3時

連続講座　展示でみる・歩いてみる松戸の歴史②
｢地下の正倉院文書」（市立博物館・友の会共催）
会場常設展示室・講堂　内容講師と市内の遺跡や常設展示
を見学し、解説・講演を聴くシリーズ第2回　講師松尾昌彦
(当館学芸員) 定員80人（当日先着） 費用友の会会員以
外は参加費200円。友の会会員は無料。

7/21貉～11/23豢 平成16年度企画展｢昔のくらし探検（松戸版）」
内容・料金等は4面をご覧ください。

8/1豸～31貂午後1時15分、
3時15分上映（土・日曜日、
祝日は午前11時からも上映）

ハイビジョン映像 ｢世界の自然遺産　屋久島」
上映時間30分　会場講堂　観覧無料

8/6貊・8豸・15豸各日午後
2時～2時50分

映像で見る昭和の記録
内容映像記録を通して、戦争と平和の意味について考える
8/6｢日米開戦不可ナリ―ストックホルム・小野寺大佐発至
急電｣ 8/8｢戦艦大和探索―悲劇の航跡を追って｣ 8/15 ｢散
華の世代からの問い｣ 会場講堂　定員各回80人（当日先着）
観覧無料

エントランス展示　市所蔵美術品公開 宮之原謙｢彩盛磁泰山木花瓶｣他、陶芸作品
江戸時代旅装束試着体験毎月第1日曜日午後1時・2時・3時・4時から各回男女各1人
電話で試着体験係蕁384─8272へ

休館日月曜日（祝・休日の場合は開館し、翌日休館）・第4金曜日・年末年始　開館時間
午前9時30分～午後5時（入館は午後4時30分まで）常設展観覧料一般300円（240円）、
高・大学生150円（100円）、小・中学生100円（60円）〔（ ）内は団体料金／20人以上〕
※土曜日は小・中学生の観覧は無料です。
ガイドツアー（常設展示解説）毎日午前10時・午後2時から30分間（参加者は観覧料が
必要です）
※来館者専用の駐車場はありません。21世紀の森と広場の有料駐車場をご利用ください。

行　事　名 日　時 講師等 対象／定員／費用

講
習
会

みどりの教室
「野鳥の楽しみ方」

7/31貍午後1時30
分～3時30分

野鳥写真家・叶
内拓哉氏

50人／無料
（要予約）

園芸教室「ツバキ・サザ
ンカのさし木」

8/1豸午後1時30分
～3時

みどりの相談員
・野口宣二氏

45人／無料
（要予約）

森のクラフト教室
「ひょうたん作品作り」 8/7貍午後1時～3時 松戸瓢箪村 30人／無料

（当日先着）
園芸教室「秋植え球根の
種類と管理」

8/8豸午後1時30分
～3時

みどりの相談員
・青島尚祐氏

45人／無料
（要予約）

こども手づくり教室
「木の実や枝で虫や動物を
作ろう」

8/12貅午後1時30分
～3時30分

環境教育インス
トラクター・仁
井雄治氏

小学生／20人／無料
（要予約、低学年は
保護者同伴）

夏休みクラフト「葉っぱや
木の実で壁飾りを作ろう」

8/19貅・20貊午後1
時30分～3時30分

ボランティア
辺の会

小学生／各50人／無料
（当日先着）

園芸教室
「秋野菜の作り方」

8/21貍午後1時30
分～3時

みどりの相談員
・小林喜代次氏

45人／無料
（要予約）

こども手づくり教室
「青空の下でアートしよう
よ」

8/22豸午後1時30
分～4時

ネイチャークラ
フトデザイナー
・山中琴江氏

小学3年生以下／
24人／無料

（要予約、保護者同伴）

こども自然体験「水の中
のいきものさがし」

8/25貉午前10時～
正午

自然解説員
田中氏・馬場氏

小学生／20人／無料
（要予約、小学3年生
以下は保護者同伴）

観
察
会

自然観察会
「夏の昆虫観察会」

8/15豸午前10時～
正午

プロナチュラリス
ト・佐々木洋氏

30人／無料
（要予約）

昆虫ウオッチング 8/18貉午前10時～
11時30分

自然解説員・田
中宏卓氏

25人／無料
（当日先着）

野草ウオッチング 8/21貍午前10時～
11時30分

自然解説員・川
端祥子氏

25人／無料
（当日先着）

展
示 ひょうたん作品展 8/3貂～8豸 松戸瓢箪村 無料

電話でパークセンターへ（先着順）
相
談
毎週水・土・日曜日と祝日の午前10時～正午
と午後1時～3時30分

みどりの相談員による花や緑に関する
相談（電話でも受け付けます）

開館時間午前9時～午後6時（8月21日貍からは午後4時30分に閉館） 休館日月曜日
（祝日の場合は開館し翌日休館）
※バーベキューのお問い合わせは蕁385─1815または蕁384─2234まで

事業名 日　時 会　場 内容・対象等 内容・対象等

親子ごみツ
アー

8/4貉
8:50～12:00

コース市役所地下玄関集合～日暮クリー
ンセンター～資源リサイクルセンター～
和名ケ谷クリーンセンター～市役所解散
対象市内在住の親子（小学3年生以上）定
員先着10組20人　費用無料

電話で環境業務課
蕁366─7332へ

※参加人数が10人未満の場合は中止。通常のごみツアーはありません。

朗読を聞く
会

毎月第2水曜日
10:00～11:30

健康福祉会
館（ふれあ
い22）

内容松戸朗読奉仕会会員によ
る短編等の朗読　対象障害者
手帳を持っている人やそれに
準じる人（付添人の参加可）
費用無料

健康福祉会館障
害者福祉センター
蕁383─7111
薨383─7810

トレーニン
グ機器操作
講習会

8/4貉・8豸
10:00～11:00
14:00～15:00

柿ノ木台公
園体育館

対象16歳以上の人 定員各先着
20人 持ち物運動着・上履き
費用315円（施設使用料）

直接または電話で
柿ノ木台公園体育館
蕁331─1131へ

星空観望会

7/24貍
18:00～20:00

市民会館プ
ラネタリウ
ム室と屋上

内容プラネタリウム見学と天
体望遠鏡で月等を観望 定員
80人 費用無料

電話で市民会館
プラネタリウム室
蕁368─1237へ

※雨天・曇天の場合はプラネタリウムのみ。団体（20人以上）と体の不自由
な人はご相談ください。

こどもパソ
コン教室

①7/31貍・8/7
貍②8/21貍・
28貍③8/22豸
・29豸
10:00～11:30
13:15～14:45

常盤平児童
福祉館

内容マイホームページを作ろ
う！　対象小学4年生～18歳
定員各3人 費用無料
※各回2日間参加できる人

電話で常盤平児
童福祉館
蕁387─3320へ虔

油
絵
稔
ア
ー
ト

毎
月
四
回
金
曜
日
午
前
9
時
〜
正
午

会
場
稔
台
市
民
セ
ン
タ
ー
　
内
容
初
歩

か
ら
　
費
用
月
四
千
円
（
入
会
金
二
千

円
）池

田
蕁
386
・
8
7
8
5

虔
矢
切
ハ
ー
モ
ニ
カ
ク
ラ
ブ

毎
月
第
二
・
四
木
曜
日
午
後
6
時
〜

9
時
　
会
場
矢
切
公
民
館
　
費
用
月
三

千
円
（
入
会
金
な
し
）

※
初
心
者
歓
迎

宮
沢
蕁
391
・
4
3
5
5

虔
女
声
合
唱
コ
ー
ル
・
モ
ア

毎
週
木
曜
日
午
前
11
時
30
分
〜
午
後

2
時
　
会
場
小
金
小
学
校
旧
附
属
幼
稚

園
　
内
容
発
声
を
大
切
に
し
て
、
日
本

の
曲
を
中
心
に
来
年
の
コ
ン
サ
ー
ト
へ

向
け
て
練
習
　
費
用
月
二
千
円
（
入
会

金
千
円
）

松
田
蕁
342
・
3
1
8
2

虔
松
戸
短
歌
会

毎
月
第
二
土
曜
日
午
後
1
時
〜
5
時

会
場
市
民
会
館
　
内
容
流
派
や
歌
歴
に

と
ら
わ
れ
ず
、正
し
い
日
本
語
を
守
り
、

各
自
が
文
学
と
し
て
の
短
歌
の
樹
立
を

目
指
す
　
費
用
月
千
円
（
入
会
金
な
し
）

安
藤
蕁
363
・
0
1
5
1

虔
松
飛
台
社
交
ダ
ン
ス
サ
ー
ク
ル

毎
週
火
曜
日
午
後
7
時
〜
9
時
　
会

場
松
飛
台
市
民
セ
ン
タ
ー
　
費
用
月
二

千
五
百
円
（
入
会
金
千
円
）

上
代
蕁
386
・
5
4
9
6

虔
か
な
書
道
は
ま
ゆ
う
会

毎
月
三
回
金
曜
日
午
前
10
時
〜
正
午

会
場
稔
台
市
民
セ
ン
タ
ー
　
内
容
あ
き

つ
会
の
教
本
に
よ
る
練
習
　
費
用
月
三

千
円
（
入
会
金
な
し
）

吉
田
蕁
387
・
6
1
6
6

虔
桜
彫
会

毎
月
第
一
・
二
・
三
水
曜
日
正
午
〜

午
後
3
時
　
会
場
市
民
会
館
　
内
容
木

彫
り
と
共
に
図
案
の
研
究
か
ら
塗
り
ま

で

費
用
月
二
千
五
百
円（
入
会
金
千
円
）

鈴
木
蕁
362
・
8
8
0
0

虔
松
戸
ク
ロ
ッ
キ
ー
の
会

毎
月
三
回
金
曜
日
午
後
6
時
30
分
〜

9
時
　
会
場
市
民
会
館
　
内
容
人
物
モ

デ
ル
に
よ
る
ク
ロ
ッ
キ
ー
（
速
描
）
の

研
修
　
費
用
月
四
千
円
（
入
会
金
五
千

円
）永

井
蕁
392
・
0
0
3
3

虔
八
ケ
崎
ダ
ン
ス
サ
ー
ク
ル
つ
ば

さ
会毎

月
三
回
月
曜
日
午
後
7
時
〜
9
時

会
場
八
ケ
崎
市
民
セ
ン
タ
ー
　
対
象
社

交
ダ
ン
ス
中
級
の
人
　
費
用
月
三
千
円

（
入
会
金
千
円
）

北
郷
蕁
344
･
7
0
7
7

虔
ダ
ン
ス
サ
ー
ク
ル
フ
レ
ン
ズ

毎
週
土
曜
日
午
後
1
時
〜
3
時
　
会

場
八
柱
市
民
セ
ン
タ
ー
　
内
容
基
礎
を

大
切
に
指
導
　
対
象
多
少
踊
れ
る
人

費
用
月
三
千
円
（
入
会
金
千
円
）

長
井
蕁
385
・
4
5
1
1

虔
東
葛
国
際
親
善
ク
ラ
ブ

毎
週
木
曜
日
午
前
10
時
〜
正
午
　
会

場
青
少
年
会
館
　
内
容
会
員
の
当
番
制

に
よ
る
英
語
の
勉
強
会
　
費
用
年
三
千

円
（
入
会
金
二
千
円
）

宮
田
蕁
346
・
7
0
2
6

虔
小
山
ダ
ン
ス
サ
ー
ク
ル

毎
月
第
一
・
二
・
三
木
曜
日
午
後
1

時
〜
3
時
　
会
場
小
山
集
会
所
　
内
容

基
本
重
視
の
レ
ッ
ス
ン
　
講
師
古
川
守

英
氏
　
対
象
初
心
者
　
費
用
月
三
千
円

（
入
会
金
千
円
）

古
川
蕁
090
・
2
2
0
2
・
7
7
3
2

虔
踏
美
会

毎
週
土
曜
日
午
前
9
時
〜
正
午
　
会

場
勤
労
会
館
　
内
容
社
交
ダ
ン
ス
の
技

術
の
向
上
を
は
か
る
　
費
用
月
三
千
円

（
入
会
金
千
円
）

望
月
蕁
343
・
5
1
9
8

虔
油
絵
サ
ー
ク
ル
貝
の
花

毎
月
三
回
木
曜
日
午
前
9
時
〜
正
午

会
場
貝
の
花
小
学
校
　
内
容
油
絵
を
中

心
と
し
た
絵
画
の
勉
強
　
費
用
月
四
千

五
百
円
（
入
会
金
二
千
円
）

山
田
蕁
341
・
2
6
0
4

虔
潮
松
戸
俳
句
会

毎
月
第
三
日
曜
日
正
午
〜
午
後
4
時

会
場
女
性
セ
ン
タ
ー
ゆ
う
ま
つ
ど
　
内

容
俳
句
の
勉
強
会
　
費
用
月
五
百
円（
入

会
金
千
円
）

※
初
心
者
で
も
可

関
村
蕁
367
・
4
1
2
3
（
昼
間
の
み
）

虔
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
・
ジ
ェ
ネ
ス

毎
週
金
曜
日
午
後
1
時
〜
4
時
　
会

場
市
民
会
館
　
内
容
歌
の
ア
ン
サ
ン
ブ

ル

費
用
月
五
千
円（
入
会
金
な
し
）

高
橋
蕁
04
・
7
1
5
8
・
1
8
7
8

虔
メ
イ
ク
ラ
ブ

毎
週
日
曜
日
午
前
9
時
〜
11
時
　
会

場
東
部
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
　
内
容
ソ

フ
ト
テ
ニ
ス
　
費
用
月
千
円
（
入
会
金

な
し
）

藤
原
蕁
364
・
5
9
8
1

虔
松
戸
盆
栽
愛
好
会

毎
月
第
三
日
曜
日
午
後
1
時
〜
5
時

会
場
市
民
会
館
　
内
容
盆
栽
山
草
の
作

り
方
講
習
（
初
心
者
の
人
に
は
教
材
を

用
意
し
ま
す
。）

費
用
年
五
千
円
（
入

会
金
な
し
）

染
谷
蕁
361
・
0
4
0
1

虔
太
極
拳
七
八
会

毎
週
水
曜
日
午
後
3
時
〜
5
時
　
会

場
矢
切
公
民
館
　
対
象
初
心
者
　
費
用

月
三
千
円
（
入
会
金
な
し
）

山
岸
蕁
364
・
9
2
9
2

お
う
ち
ょ
う
か
い

き
た
ご
う

と
う
び
か
い



予選会9月19日豸正午集合、午後1時開始　会場伊勢丹松戸店本館屋上　参加条件小学生以下
2人以上を1チームとして、ストリートダンスを3分以内で踊る　審査員フサコ（FUNKASTIC）
ヨッシー（ISETAN） 定員先着50チーム　費用無料
※参加には保護者の同意が必要
7月20日貂からの午前10時30分～午後6時に、電話で伊勢丹松戸店・吉田（蕁366─5333）へ

「防犯が目的で始めましたが、
パトロール中にゴミを拾えば街の
美化にもなります。それに、本部
でお年寄りとお話ししたり、悩み
ごとの相談を受けたりもしていま
す。」と、町会長の當麻初恵さん
は話してくれました。
パトロールから帰って「腕章を

つけて歩いていただけなのに、お
礼を言われたわ。」とうれしそう
に話す人。「パトロールで歩くよ
うになって、体調が良くなった気

小学生だけの本格的ストリートダンスコンテストを開催します。
日頃の練習の成果を発表したい子、クラスみんなの注目を浴びた
い子、集まれ！
10月3日豸午後1時30分から〔小雨決行〕 会場伊勢丹松戸店
前プラザ広場　内容予選会で勝ち残った20チーム参加のストリー
トダンス　司会USK（ユースケ） ゲスト7DOWN8UPPER 審査
員シンジ（7DOWN8UPPER） ショウコ（NU─DANCERS) ゴ
メ（Kick Walkers） 費用無料

広報 2004年（平成16年）7月15日
8

7
月
21
日
貉
午
後
0
時
15
分
〜
0
時
45
分
　
会
場

市
役
所
一
階
連
絡
通
路
　
演
奏
者
く
ぁ
る
て
ー
と
・

さ
く
ら
　
曲
目
か
ら
た
ち

の
花
（
山
田
耕
筰
作
）、
ア

メ
イ
ジ
ン
グ
・
グ
レ
イ
ス

（
黒
人
霊
歌
）
他
　
費
用
無

料
　

※
生
の
演
奏
を
お
子
さ
ん

と
一
緒
に
気
軽
に
お
楽

し
み
く
だ
さ
い
。

社
会
教
育
課
蕁
366
・
７

４
６
２

10月2日貍午後3時
～6時　会場松戸駅西
口駅前松戸まつりイベ
ント広場
7月30日貊までに電

話で、松戸商工会議所
青年部事務局蕁364─
3111へ

参加
者募
集

「
大
金
平
夏
祭
り
」
が
、
今

年
も
盛
大
に
行
わ
れ
ま
す
。
小

金
宿
連
の
阿
波
踊
り
や
、
子
ど

も
み
こ
し
が
練
り
歩
き
ま
す
。

ま
た
、
和
太
鼓
金
龍
組
の
子
ど

も
た
ち
に
よ
る
揃
い
打
ち
も
見

せ
場
の
一
つ
で
す
。

７
月
31
日
貍
、
８
月
１
日
豸

午
後
６
時
〜
９
時
30
分
　
会
場

大
金
平
三
丁
目
子
ど
も
の
遊
び

場
　
内
容
和
太
鼓
（
31
日
午
後

７
時
30
分
か
ら
）、
子
ど
も
み

こ
し
と
山
車
（
１
日
午
後
１
時

30
分
〜
５
時
）
、
阿
波
踊
り

（
１
日
午
後
７
時
30
分
か
ら
）

同
実
行
委
員
会
・
五
十
嵐
蕁

343
・
３
６
７
０

シ
テ
ィ
ー
・
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト

〜
ア
カ
ペ
ラ
の
楽
し
み
〜

参加チーム募集

市立松戸高校男子バレーボール部
2年連続インターハイ出場決定

6月25日～27日に高校総体バレーボール千葉県予選が
行われました。出場上位4校の総当たりで順位を決定し、
上位2校が高校総体に出場します。市立松戸高校は、東京
学館総合技術高校に敗れたものの、他2校にストレート勝
ちして準優勝。8月1日から島根県を中心に開催される、

中国04総体への出場が決定しま
した。男子バレーボールは、8月
9日豺から広島県で行われます。
6月5・6日に行われた関東高校
男子バレーボール大会でも準優
勝をしており、高校総体での活
躍が期待されます。

あなたの目　私の足が　守る街
五香南町会が防犯パトロール本部設置

ま
つ
り
へ
行
こ
う
よ

がする。」という人もいます。
多目的で、地域で親しまれる活

動の拠点として、防犯パトロール
本部が、長く続いていくことが期
待されます。

五香南町会は、町内に元山駅が
あり、ひったくりなどの事件が後
を絶ちません。そこで、20年前
から毎月1回行っていたパトロー
ルを、今年4月から日曜日を除く
毎日行うことにしました。そして、
集合場所や準備する場所が必要に
なり、駅近くの空き店舗に、5月
に本部を設置しました。
パトロールを始めて3カ月、ひ

ったくりの件数は確実に減ってい
ます。

3・4人で町会内をパトロールします

藤
さ
ん
が
、
商
店
会
を
ラ
ー
メ

ン
で
盛
り
上
げ
よ
う
と
思
い
つ

い
た
の
が
、「
ら
ー
め
ん
寺
子
屋
」

で
あ
る
。

商
店
会
の
空
き
店
舗
を
教
室

と
し
、
松
井
さ
ん
が
塾
長
と
な

り
、
ラ
ー
メ
ン
作
り
、
食
材
の
仕

入
れ
か
ら
経
理
ま
で
、
開
業
に

向
け
て
必
要
な
知
識
を
三
カ
月

で
習
得
す
る
も
の
。
一
期
定
員

七
人
で
、
来
年
の
3
月
ま
で
計

九
期
の
開
講
を
予
定
し
て
い
る
。

「
従
来
の
空
き
店
舗
対
策
は
、

空
い
て
い
る
と
こ
ろ
に
新
た
に
店
を
開
か
せ
る

も
の
だ
が
、そ
れ
で
は
一
店
舗
埋
め
る
だ
け
で
予

算
を
使
っ
て
し
ま
う
。
し
か
し
、
学
校
を
開
き
、

卒
業
生
が
現
在
の
空
き
店
鋪
で
開
業
し
て
く
れ

れ
ば
、
少
な
い
予
算
を
何
倍
に
も
生
か
せ
る
と

思
っ
た
。
将
来
は
、
五
香
に
札
幌
の
ラ
ー
メ
ン

横
丁
の
よ
う
な
も
の
が
で
き
る
と
い
い
で
す
ね
」

こ
の
ざ
ん
新
な
ア
イ
デ
ア
は
、
マ
ス
コ
ミ
に

も
取
り
あ
げ
ら
れ
、
全
国
か
ら
生
徒
が
集
ま
り
、

ま
た
各
自
治
体
か
ら
も
視
察
が
訪
れ
て
い
る
と

の
こ
と
。
寺
子
屋
を
通
し
て
、
五
香
さ
く
ら
通

り
商
店
会
の
名
前
が
、
全
国
に
広
が
っ
た
。

「
不
景
気
だ
か
ら
何
も
で
き
な
い
で
は
な
く
、

今
は
景
気
が
良
く
な
っ
た
時
の
準
備
段
階
。
皆

で
知
恵
と
勇
気
を
出
し
合
う
こ
と
が
大
切
な
ん

で
す
。
自
分
も
、
若
い
人
か
ら
勉
強
さ
せ
て
も

ら
っ
て
い
ま
す
」
と
、
笑
う
加
藤
さ
ん
。
そ
の

笑
顔
の
中
に
、「
元
気
の
あ
る
商
店
会
」
復
活
を

目
指
す
強
い
思
い
が
、
感
じ
ら
れ
た
。

（
常
盤
平
在
住
）

五
香
さ
く
ら

通
り
商
店
会
に

あ
る
「
ら
ー
め

ん
寺
子
屋
」
で
、

先
月
、
第
七
期

生
が
卒
業
を
迎

え
た
。
こ
の
寺

子
屋
こ
そ
、
五

香
さ
く
ら
通
り

商
店
会
の
会
長

を
務
め
る
加
藤

銀
治
さ
ん
の
発

案
に
よ
る
も
の

だ
。加

藤
さ
ん
が
商
店
会
の
会
長
に
就
任
し
た
の

が
六
年
前
。
最
盛
期
に
七
十
店
舗
あ
っ
た
商
店

が
四
十
店
舗
に
ま
で
減
少
し
て
い
た
。
店
の
後

継
者
が
少
な
い
。
そ
こ
で
、
当
時
、
他
の
街
か

ら
商
店
会
に
や
っ
て
き
た
人
た
ち
を
街
の
後
継

者
と
考
え
、
全
員
を
役
員
と
し
、
再
生
委
員
会

を
作
っ
た
。

「
他
の
街
か
ら
五
香
へ
や
っ
て
き
た
人
た
ち

は
、
自
分
た
ち
よ
り
も
、
こ
の
街
の
良
さ
を
知

っ
て
い
る
と
思
っ
た
」

そ
こ
で
最
初
に
生
ま
れ
た
ア
イ
デ
ア
が
、「
一

店
逸
品
ま
つ
り
」
で
あ
っ
た
。
各
商
店
に
あ
る

自
慢
で
き
る
一
品
を
集
め
て
、
商
店
会
で
宣
伝

す
る
。
そ
れ
を
切
り
口
に
新
規
の
顧
客
に
来
店

し
て
も
ら
い
、
そ
の
後
一
生
の
顧
客
に
な
っ
て

も
ら
お
う
、
と
い
う
も
の
だ
。

そ
の
ま
つ
り
の
中
で
、
五
香
で
ラ
ー
メ
ン
店

を
営
む
松
井
一
之
さ
ん
が
開
発
に
加
わ
っ
た
即

席
め
ん
が
大
人
気
と
な
っ
た
。
こ
れ
を
見
た
加

自身が営む料理店で行われた寄席で、挨拶す
る加藤さん（一店逸品まつりにて）

松
戸
で
一
番

「
元
気
の
あ
る
商
店
会
」
を
目
指
し
て

※本戦上位3チームに、トロフィーと副賞を用
意

五香さくら通り商店会会長

加藤　銀治さん


